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 ・懇談会を開催 ・懇談会を開催

アンケートによるご意見・ご要望

参加者アンケート集計

○ 進行に時間がかかり過ぎ。
○ 資料に現状の数字（助成や報酬比較表）が必要と思う。そちらのほうが意見をしやすい。
○ 出来るだけ即応答をお願いします。
○ もっと多数の参加者が得られるよう努力すべきである。
○ ホームページの内容がさみしい。
○ 次回を楽しみにしております。がんばって下さい。
○ 大所、高所からの方向性の決定が一番だと思いますが、市民の感覚で市民の思いを具現化して頂き
　 ますようお願い致します。
○ 今回は質問のレベルがかなり高かったと思う。新病院問題に時間が割かれ他のテーマは走ってしま
　 った感じがある。今後は時間の配分とテーマを絞った方が良いのでは。
○ 高いレベルで市民の方々との議論は、大変勉強になりました。

【回 答 人 数】　２６人　　　　　　　　　　　　　　　　　  （※回答の合計と合致しない場合有）
【住  ま  い】　市内２５人　  　　市外１人
【性　   　別】　男性２３人　 　 　女性３人　　　　　　　
【年　   　齢】　４０歳代１人　　５０歳代１人　　６０歳代１５人　　７０歳代以上６人
【開催情報の入手方法】　自治会の回覧１４人　　議員の呼び掛け３人
　　　　　　　　ホームページ２人　　 その他（議会だより）４人
【感　　　想】　わかりやすかった１３人 　　　　どちらともいえない９人
　　　  　　　　 わかりにくかった１人
【時　　　間】　長かった５人　 　　ふつう１４人　 　　短かった３人
【資　　　料】　多い０人　　  　　　ふつう２１人　　　　 　　少ない１人
【評　　　価】　評価する１６人 　 　どちらとも言えない３人    評価しない１人　

☆コミセンしのはら（11月14日）　
　　　　　………参加者6名
☆コミセンひょうず  （11月15日）
　　　　　………参加者11名
☆コミセンみかみ （11月18日）　
　　　　　………参加者10名
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議会報告会議会報告会議会報告会議会報告会議会報告会議会報告会第 4 回 第 4 回 
議会報告会・懇談会での質疑応答・ご意見

議会報告会での質疑応答
問　政務調査費を議員一人年間12万円ずつもらっているがどういう活動に使っているのか。　　　　　
答　他市へ勉強に行く議員研修、コピー等の資料作成、関係する図書の購入などに使い、すべて領収書を提
　　出している。もちろん飲食には使用していない。
問　さざなみホールを利用しているが、解散により利用料金は変わらないか？
答　今回は指定管理期間の変更の提案であり、利用料金の変更はない。
問　一般職員の給与額は世間一般の額と比べてどんな課題があるのか。
答　一般的には公務員と民間を比べたら、公務員が高いのではないかという意見があるが、野洲市は他の自
　　治体と比べてもとりわけ高いとは思わない。

 
懇談会でのご意見
○新病院の整備について
・市有地が他にあるのかないのか。初めからアサヒビールの跡地を候補地に絞り込んでいる。私立病院は利
　益を出すため、それなりの努力をしている。その辺の仕組みを考えて公立病院の提案をしているのか。
・市役所の東手の駐車場は無断駐車が多くて困っているのにわざわざ野洲駅前につくったら、そういう人を
　増やすだけだ。病院は必要だが町の真ん中では１，２年で問題が出てくる。
・患者の立場で言えば必要である。一般的な市民感情からすれば、総合病院があるということはすごく違う。
・診療所から病院になり期待している。孫の時代までみんなで支える必要がある。
・女性の声を聴いてほしい。
・野洲病院は利用していない。栗東の病院に通っている。
・病院建設は広域的に考えるべき。石部駅から済生会病院行きが出ている。湖南市の循環バスも野洲市の循
　環バスと乗り入れをすれば、菩提寺の住民も野洲病院を利用する。
・駅前は他市からきてお金を落としてくれる場所。にぎわいのあるものをつくるべき。定年後野洲駅には月
　１～２回ほどしか行かない。
・駅前に病院で良い。商業施設誘致は疑問。市民は買い物は草津・守山・京都に行っている。
・空き家を利用して民家型介護施設が増えてきている。空き家を利用し高齢者が集える場所を作る。病院に
　お金をつぎこむなら、そのようなプランも検討して欲しい。
 
○議員定数・報酬について
・議員を減らすべき、報酬は据え置き。
・相応のところに住んで、相応の給料をいただき、それ相応の仕事をすることが大事である。
・定数は現状維持で良い。
・定数は２減。
・定数20人は必要。少なくすれば女性が出にくい。報酬も若い人が議員に専念できるように35万円以上は
　いるのでは。
・少なくて安ければいい。
・議会や議員の活動に不満は無い。無理に減らさなくてもいい。報酬についても多いとも少ないとも思わな
　い。
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平
成
24
年

11
月
臨
時
会

平
成
24
年

11
月
臨
時
会

　

11
月
５
日
に
開
会
。
市
長

か
ら
６
議
案
が
提
案
さ
れ
、

全
議
案
同
意
・
可
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
正
副
議
長
選
挙
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

◎
平
成
24
年
度
野
洲
市
一
般

　

会
計
補
正
予
算
（
第
４

　

号
）

○
130
万
１
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
205
億
１
９
８
１
万

４
千
円
と
す
る
。

◎
野
洲
市
職
員
の
共
済
制
度

に
関
す
る
条
例
及
び
野
洲

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
財
団
法
人
滋
賀
県
市
町
村

職
員
互
助
会
が
一
般
財
団

法
人
と
し
て
認
可
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

◎
野
洲
市
こ
ど
も
の
家
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
持
続
可
能
な
運
営
に
向
け

て
調
査
検
討
を
行
う
た
め
、

附
属
機
関
と
し
て
「
野
洲

市
こ
ど
も
の
家
持
続
あ
る

運
営
を
考
え
る
委
員
会
」

を
設
置
。

◎
町
又
は
字
の
区
域
及
び
名

称
の
変
更
に
つ
い
て

○
野
洲
市
竹
生
及
び
市
三
宅

地
先
の
一
部
に
お
け
る
住

宅
開
発
地
域
で
の
住
居
表

示
の
実
施
に
伴
い
、
町
又

は
字
の
区
域
及
び
名
称
を

変
更
。

◎
野
洲
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
○
現
委
員
の
内
２
名
が
11
月

17
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

川
端
敏
男
氏
と
髙
田
利
江

子
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
。

◎
野
洲
市
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
○
11
月
17
日
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
立
入
幸
基
氏
を
引

き
続
き
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
。

月
臨
時
会

月
臨
時
会

月
臨
時
会

月
臨
時
会

月
臨
時
会

○
野
洲
市
竹
生
及
び
市
三
宅

地
先
の
一
部
に
お
け
る
住

宅
開
発
地
域
で
の
住
居
表

示
の
実
施
に
伴
い
、
町
又

は
字
の
区
域
及
び
名
称
を

◎
野
洲
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

11
月

日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

川
端
敏
男
氏
と
髙
田
利
江

子
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

◎
野
洲
市
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

日
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
立
入
幸
基
氏
を
引

き
続
き
任
命
す
る
こ
と
に

平成24年11月臨時会の提出議案と審議結果  平成 24年 11月臨時会の提出議案と審議結果   

分　類

補正予算

条　　例

そ の 他

議案番号 件　　　　　　名 審議結果

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
同　意
同　意

議第 85 号

議第 86 号

議第 87 号
議第 88 号
議第 89 号
議第 90 号

平成24年度野洲市一般会計補正予算（第４号）

野洲市職員の共済制度に関する条例及び野洲市職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例

野洲市こどもの家条例の一部を改正する条例
町又は字の区域及び名称の変更について
野洲市教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて
野洲市公平委員会委員の選任につき議会の同意を求めることについて

【全員賛成で承認・同意した議案】 

委 員 会 名

総　　　務
常任委員会
（7 名）

文教福祉
常任委員会
（7 名）

議会運営
委員会委員
（9 名）

湖南広域行政組合
(4 名 )

守山野洲行政事務組合
(3 名 )

議会広報
特別委員会
（6 名）
議会改革

特別委員会 (20 名 )
都市基盤整備

特別委員会 (20 名 )

環境経済建設
常任委員会
（6 名）

予算常任委員会
（20 名）

委  員  会  委  員

委 員 会 名 委  員  会  委  員

委 員 会 名 委  員  会  委  員

◎委員長　○副委員長

◎委員長　○副委員長

◎委員長　○副委員長

常　任　委　員　会

正副議長ならびに各常任・特別委員会等一覧

議 会 運 営 委 員 会

特   別   委   員   会

広　域　組　合　議　会

◎ 矢　野　隆　行
　　市　木　一　郎
　　田　中　孝　嗣
　　鈴　木　市　朗
◎ 梶　山　幾　世
　　井　狩　辰　也
　　西　本　俊　吉
　　田　中　良　隆
◎ 坂　口　哲　哉
　　中　島　一　雄
　　立　入　三千男
◎ 田　中　良　隆
（全議員）　　

○ 内　田　聡　史
　　小　菅　六　雄
　　三　和　郁　子

　　
○ 髙　橋　繁　夫
　　奥　村　治　男
　　野　並　享　子

　
○ 太　田　健　一
　　丸　山　敬　二
　　河　野　　　司
○ 立　入　三千男

　

◎ 丸　山　敬　二
　　矢　野　隆　行
　　髙　橋　繁　夫
◎ 小　菅　六　雄

（全議員）     
◎ 奥　村　治　男

（全議員）　  

議　　　長
副　議　長
監 査 委 員

三　和　郁　子
中　島　一　雄
田　中　孝　嗣

○ 内　田　聡　史
　　井　狩　辰　也
　　太　田　健　一
○ 井　狩　辰　也

　
○ 丸　山　敬　二

　

　　野　並　享　子
　　田　中　良　隆
　　太　田　健　一
　　丸　山　敬　二

　　立　入　三千男
　　河　野　　　司
　　市　木　一　郎

◎ 鈴　木　市　朗
　　梶　山　幾　世
　　坂　口　哲　哉
  　小　菅　六　雄
　　河　野　　　司

○ 髙　橋　繁　夫
　　丸　山　敬　二
　　立　入　三千男
  　田　中　孝　嗣

　

※議長（田中良隆議員）は、採決に加わらない。

（平成24年12月20日現在）

か
わ 

ば
た
と
し 

お
た
ち
い
り
ゆ
き
も
と

た
か
だ   

り   

え   

こ

開発が進む竹ヶ丘地域
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平
成
24
年

11
月
定
例
会

平
成
24
年

11
月
定
例
会

　

11
月
定
例
会
は
、
11
月
30
日
開
会
。12
月
20
日
閉
会
の
21

日
間
で
、主
な
審
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、上
程
さ
れ
た
件
名
及
び
審
査
結
果
は
、16
頁
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

条
　
　例

議
員
提
案

補
正
予
算

そ  

の  

他

◎
野
洲
市
暴
力
団
排
除
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な

行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
引

用
条
項
等
の
改
正
を
行
う
。

◎
野
洲
市
証
人
等
の
実
費
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
議
会
の
会
議
に

お
い
て
公
聴
会
を
開
催
す

る
こ
と
及
び
参
考
人
の
出

頭
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
参
加
ま
た
は
出
頭

し
た
者
に
対
し
て
実
費
弁

償
を
行
う
規
定
を
追
加
す

る
等
の
改
正
を
行
う
。

◎
野
洲
市
立
幼
稚
園
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
北
野
幼
稚
園
園
舎
増
築
工

事
に
よ
る
保
育
室
の
増
加

に
伴
い
、
定
数
を
310
人
と

す
る
。

◎
野
洲
市
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
下
水
道
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
公
共
下
水
道
の
構

造
の
基
準
に
つ
い
て
条
例

で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
所
要
の
改
正
を

行
う
。

◎
野
洲
市
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
公
営
住
宅
法
が
改
正
さ
れ
、

市
営
住
宅
の
入
居
収
入
基

準
及
び
整
備
基
準
を
条
例

で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
所
要
の
改
正
を

行
う
。

◎
野
洲
市
空
き
家
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例

○
空
き
家
が
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
不
適
切
な

管
理
を
放
置
す
る
と
防
犯

上
の
問
題
や
災
害
発
生
等

の
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
所
有
者
に
適
正

な
管
理
を
促
し
、
安
全
で

安
心
な
生
活
を
確
保
す
る

た
め
条
例
を
制
定
す
る
。

◎
野
洲
市
議
会
基
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を

行
う
。

◎
野
洲
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
条
項
の
変
更
等
、

所
要
の
改
正
を
行
う
。

　

ま
た
、
各
委
員
会
の
委
員

の
指
名
を
会
議
に
諮
る
等

の
規
定
を
追
加
す
る
。

◎
野
洲
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を

行
う
。

◎
平
成
24
年
度
野
洲
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）

○
１
５
２
１
万
７
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
205
億
６
３

７
０
万
９
千
円
と
す
る
。

◎
平
成
24
年
度
野
洲
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
806
万
２
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
47
億
８
７
３
３
万

６
千
円
と
す
る
。

◎
平
成
24
年
度
野
洲
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

○
７
万
３
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
４
億
２
０
３
３
万

２
千
円
と
す
る
。

◎
平
成
24
年
度
野
洲
市
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

○
844
万
３
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
29
億
５
８
７
３
万

円
と
す
る
。

◎
平
成
24
年
度
野
洲
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

○
299
万
２
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
24
億
６
６
９
７
万

１
千
円
と
す
る
。

◎
平
成
24
年
度
野
洲
市
墓
地

公
園
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

○
４
万
７
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
２
９
２
４
万
２
千

円
と
す
る
。

◎
平
成
24
年
度
野
洲
市
工
業

団
地
等
整
備
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
８
億
９
０
４
５
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
20
億
258
万

７
千
円
と
す
る
。

◎
平
成
24
年
度
野
洲
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

○
収
益
的
支
出
で
370
万
２
千

円
を
減
額
し
、
８
億
545
万

８
千
円
と
し
、
資
本
的
支

出
で
125
万
１
千
円
を
減
額

し
、
４
億
５
２
０
９
万
８

千
円
と
す
る
。

◎
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
平
成
24
年
度
野
洲
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
２
８
６
７
万
８
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
205
億

4
8
4
9
万
２
千
円
と
す

る
。

◎
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い

て
○
社
会
福
祉
法
人
び
わ
こ
学

園
の
施
設
用
地
と
し
て
、

野
洲
市
北
櫻
地
先
の
市
有

地
を
無
償
貸
付
す
る
。

◎
滋
賀
県
自
治
会
館
管
理
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◎
滋
賀
県
自
治
会
館
管
理
組

合
の
解
散
に
関
す
る
協
議

に
つ
き
議
会
の
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

◎
滋
賀
県
自
治
会
館
管
理
組

合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処

分
に
関
す
る
協
議
に
つ
き

議
会
の
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

○
い
ず
れ
も
滋
賀
県
自
治
会

館
管
理
組
合
の
解
散
に
伴

う
も
の
で
、
規
定
に
基
づ

き
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

◎
滋
賀
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
数
の
減
少
及

び
同
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

北野幼稚園

社会福祉法人 びわこ学園
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委
員
長
報
告

委
員
長
報
告

委
員
長
報
告

◎
滋
賀
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
数
の
増
加
及

び
同
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

○
い
ず
れ
も
滋
賀
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
の
構

成
団
体
の
一
部
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
当
組
合

の
規
約
を
改
正
す
る
た
め
、

関
係
地
方
公
共
団
体
が
協

議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

◎
湖
南
広
域
行
政
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

○
湖
南
広
域
休
日
急
病
診
療

所
の
設
置
、
管
理
運
営
に

つ
い
て
平
成
25
年
４
月
よ

り
湖
南
広
域
行
政
組
合
へ

移
行
す
る
に
当
た
り
、
同

組
合
の
規
約
を
変
更
す
る

た
め
関
係
市
が
協
議
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃

止
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
を
認
定
及
び
廃

止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

◎
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

（
篠
原
小
学
校
管
理
棟
改

築
（
建
築
主
体
）
工
事
）

○
２
億
１
５
０
４
万
円
で
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

た
め
、
地
方
自
治
法
に
基

づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め

る
。

◎
野
洲
市
監
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
○
監
査
委
員
に
田
中
孝
嗣
議

員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
◎
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

げ
は
し
な
い
こ
と
な
ど
国

に
意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願
書

○
生
活
保
護
の
老
齢
加
算
を

復
活
す
る
こ
と
・
生
活
保

護
基
準
の
引
き
下
げ
は
し

な
い
こ
と
、
生
活
保
護
費

の
国
庫
負
担
は
現
行
の

75
％
か
ら
全
額
国
庫
負
担

に
す
る
こ
と
の
要
望
が
実

現
す
る
よ
う
国
に
意
見
書

を
提
出
さ
れ
る
よ
う
求
め

る
。

◎
米
兵
犯
罪
の
根
絶
を
求
め

る
意
見
書

◎
被
災
者
本
位
の
復
興
予
算

配
分
を
求
め
る
意
見
書

◎
活
断
層
の
疑
い
の
あ
る
原

発
は
直
ち
に
停
止
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

◎
次
代
を
担
う
若
者
世
代
支

援
策
を
求
め
る
意
見
書

　

本
定
例
会
最
終
日
の
12
月

20
日
の
本
会
議
に
、
次
の
特

別
委
員
会
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　

委
員
会
と
し
て
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、

議
会
の
議
員
定
数
及
び
議
員

報
酬
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

議
会
基
本
条
例
の
規
定
に
沿

い
５
回
の
会
議
を
開
催
し
た
。

　

11
月
開
催
の
議
会
懇
談
会

で
の
市
民
か
ら
の
意
見
も
踏

ま
え
、
各
委
員
か
ら
賛
否
両

論
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、

慎
重
に
審
査
し
て
き
た
が
、

当
委
員
会
と
し
て
合
意
点
を

見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
判
断
し
、
11
月
22
日
に
審

査
を
終
了
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
て

い
た
「
野
洲
市
中
核
的
医
療

拠
点
の
あ
り
方
に
関
す
る
基

本
方
針
（
素
案
）
」
に
つ
い

て
、
審
査
を
し
て
き
た
。

　

12
月
18
日
の
委
員
会
で
、

こ
れ
ま
で
の
協
議
結
果
を
踏

ま
え
、
採
決
し
た
結
果
、
賛

成
多
数
で
基
本
方
針
（
素

案
）
を
承
認
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

（
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

及
び
そ
れ
以
降
の
動
き
に
つ

い
て
は
、
広
報
や
す
２
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い

て
問
　無
償
貸
付
地
以
外
の
市

有
地
は
ど
こ
が
管
理
し
て
い

る
の
か
。

答　

障
が
い
者
自
立
支
援
課

で
管
理
し
て
い
る
。
一
部
、

花
緑
公
園
の
駐
車
場
用
地
と

し
て
滋
賀
県
に
貸
し
付
け
て

い
る
。

問
　南
櫻
の
旧
び
わ
こ
学
園

の
土
地
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

現
行
法
人
の
所
有
地
で

あ
り
、
市
と
し
て
具
体
的
な

話
は
な
い
。

○
野
洲
市
証
人
等
の
実
費
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
問
　日
当
や
旅
費
な
ど
の
額

は
定
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答　

条
例
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
実
費
弁
償
と
な
る
。

○
滋
賀
県
自
治
会
館
管
理
組

合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処

分
に
関
す
る
協
議
に
つ
き

議
会
の
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

問
　財
産
の
処
分
は
、
設
立

し
た
と
き
の
負
担
割
合
で
分

配
す
る
の
か
。

答　

設
立
当
時
の
割
合
、
均

等
割
で
４
割
、
人
口
割
で
６

割
で
算
出
さ
れ
分
配
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

○
幼
稚
園
条
例
に
つ
い
て

問
　北
野
幼
稚
園
の
幼
児
は

今
後
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ

る
が
。

答　

こ
ど
も
園
の
整
備
と
併

せ
て
対
応
し
て
い
く
。

○
湖
南
広
域
行
政
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

問
　休
日
急
病
診
療
所
は
建

設
地
で
あ
る
市
が
用
地
の
確

保
を
す
る
べ
き
で
あ
る
が
。

答　

協
議
の
結
果
、
構
成
す

る
湖
南
４
市
で
負
担
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

○
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

げ
は
し
な
い
こ
と
な
ど
国

に
意
見
書
を
求
め
る
請
願

書
に
つ
い
て

・
趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
、

財
政
が
緊
迫
し
て
い
る
中
、

現
行
以
上
に
税
負
担
を
掛

け
る
事
が
で
き
な
い
。

・
最
低
賃
金
が
生
活
保
護
金

額
よ
り
も
低
い
こ
と
を
見

据
え
て
の
引
き
下
げ
と
考

え
る
。

・
生
活
保
護
費
を
全
額
国
庫

負
担
と
す
る
こ
と
は
、
根

本
的
解
決
と
な
ら
な
い
。

・
就
学
援
助
等
は
、
生
活
保

護
が
基
準
で
あ
り
、
引
き

下
げ
ら
れ
る
と
援
助
が
必

○
監
査
委
員
に
田
中
孝
嗣
議

員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

◎
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

げ
は
し
な
い
こ
と
な
ど
国

　

本
定
例
会
最
終
日
の
1
月

20
日
の
本
会
議
に
、
次
の
特

別
委
員
会
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　

委
員
会
と
し
て
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、

議
会
の
議
員
定
数
及
び
議
員

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

議
会
改
革
特
別
委
員
会

議
会
の
議
員
定
数
及
び
議
員

報
酬
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

議
会
基
本
条
例
の
規
定
に
沿

○
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い

て

問は
定
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答答　

条
例
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
実
費
弁
償
と
な
る
。

○
滋
賀
県
自
治
会
館
管
理
組

合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処

分
に
関
す
る
協
議
に
つ
き

　

委
員
会
と
し
て
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、

議
会
の
議
員
定
数
及
び
議
員

議
会
改
革
特
別
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

を
提
出
さ
れ
る
よ
う
求
め

◎
米
兵
犯
罪
の
根
絶
を
求
め

と
判
断
し
、
11
月
22
日
に
審

査
を
終
了
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
て

い
た
「
野
洲
市
中
核
的
医
療

拠
点
の
あ
り
方
に
関
す
る
基

都
市
基
盤
整
備
特
別
委
員
会

請
　
　願

意 

見 

書

6

予
定
で
あ
る
。

○
幼
稚
園
条
例
に
つ
い
て

問
　北
野
幼
稚
園
の
幼
児
は

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審 

議 

内 

容

常
任
委
員
会

審 

議 

内 

容

常
任
委
員
会

審 

議 

内 

容
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◎
滋
賀
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
数
の
増
加
及

び
同
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

○
い
ず
れ
も
滋
賀
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
の
構

成
団
体
の
一
部
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
当
組
合

の
規
約
を
改
正
す
る
た
め
、

関
係
地
方
公
共
団
体
が
協

議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

◎
湖
南
広
域
行
政
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

○
湖
南
広
域
休
日
急
病
診
療

所
の
設
置
、
管
理
運
営
に

つ
い
て
平
成
25
年
４
月
よ

り
湖
南
広
域
行
政
組
合
へ

移
行
す
る
に
当
た
り
、
同

組
合
の
規
約
を
変
更
す
る

た
め
関
係
市
が
協
議
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃

止
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
を
認
定
及
び
廃

止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

◎
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

（
篠
原
小
学
校
管
理
棟
改

築
（
建
築
主
体
）
工
事
）

○
２
億
１
５
０
４
万
円
で
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

た
め
、
地
方
自
治
法
に
基

づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め

る
。

◎
野
洲
市
監
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
○
監
査
委
員
に
田
中
孝
嗣
議

員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
◎
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

げ
は
し
な
い
こ
と
な
ど
国

に
意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願
書

○
生
活
保
護
の
老
齢
加
算
を

復
活
す
る
こ
と
・
生
活
保

護
基
準
の
引
き
下
げ
は
し

な
い
こ
と
、
生
活
保
護
費

の
国
庫
負
担
は
現
行
の

75
％
か
ら
全
額
国
庫
負
担

に
す
る
こ
と
の
要
望
が
実

現
す
る
よ
う
国
に
意
見
書

を
提
出
さ
れ
る
よ
う
求
め

る
。

◎
米
兵
犯
罪
の
根
絶
を
求
め

る
意
見
書

◎
被
災
者
本
位
の
復
興
予
算

配
分
を
求
め
る
意
見
書

◎
活
断
層
の
疑
い
の
あ
る
原

発
は
直
ち
に
停
止
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

◎
次
代
を
担
う
若
者
世
代
支

援
策
を
求
め
る
意
見
書

　

本
定
例
会
最
終
日
の
12
月

20
日
の
本
会
議
に
、
次
の
特

別
委
員
会
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　

委
員
会
と
し
て
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、

議
会
の
議
員
定
数
及
び
議
員

報
酬
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

議
会
基
本
条
例
の
規
定
に
沿

い
５
回
の
会
議
を
開
催
し
た
。

　

11
月
開
催
の
議
会
懇
談
会

で
の
市
民
か
ら
の
意
見
も
踏

ま
え
、
各
委
員
か
ら
賛
否
両

論
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、

慎
重
に
審
査
し
て
き
た
が
、

当
委
員
会
と
し
て
合
意
点
を

見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
判
断
し
、
11
月
22
日
に
審

査
を
終
了
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
て

い
た
「
野
洲
市
中
核
的
医
療

拠
点
の
あ
り
方
に
関
す
る
基

本
方
針
（
素
案
）
」
に
つ
い

て
、
審
査
を
し
て
き
た
。

　

12
月
18
日
の
委
員
会
で
、

こ
れ
ま
で
の
協
議
結
果
を
踏

ま
え
、
採
決
し
た
結
果
、
賛

成
多
数
で
基
本
方
針
（
素

案
）
を
承
認
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

（
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

及
び
そ
れ
以
降
の
動
き
に
つ

い
て
は
、
広
報
や
す
２
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い

て
問
　無
償
貸
付
地
以
外
の
市

有
地
は
ど
こ
が
管
理
し
て
い

る
の
か
。

答　

障
が
い
者
自
立
支
援
課

で
管
理
し
て
い
る
。
一
部
、

花
緑
公
園
の
駐
車
場
用
地
と

し
て
滋
賀
県
に
貸
し
付
け
て

い
る
。

問
　南
櫻
の
旧
び
わ
こ
学
園

の
土
地
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

現
行
法
人
の
所
有
地
で

あ
り
、
市
と
し
て
具
体
的
な

話
は
な
い
。

○
野
洲
市
証
人
等
の
実
費
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
問
　日
当
や
旅
費
な
ど
の
額

は
定
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答　

条
例
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
実
費
弁
償
と
な
る
。

○
滋
賀
県
自
治
会
館
管
理
組

合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処

分
に
関
す
る
協
議
に
つ
き

議
会
の
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

問
　財
産
の
処
分
は
、
設
立

し
た
と
き
の
負
担
割
合
で
分

配
す
る
の
か
。

答　

設
立
当
時
の
割
合
、
均

等
割
で
４
割
、
人
口
割
で
６

割
で
算
出
さ
れ
分
配
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

○
幼
稚
園
条
例
に
つ
い
て

問
　北
野
幼
稚
園
の
幼
児
は

今
後
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ

る
が
。

答　

こ
ど
も
園
の
整
備
と
併

せ
て
対
応
し
て
い
く
。

○
湖
南
広
域
行
政
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

問
　休
日
急
病
診
療
所
は
建

設
地
で
あ
る
市
が
用
地
の
確

保
を
す
る
べ
き
で
あ
る
が
。

答　

協
議
の
結
果
、
構
成
す

る
湖
南
４
市
で
負
担
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

○
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

げ
は
し
な
い
こ
と
な
ど
国

に
意
見
書
を
求
め
る
請
願

書
に
つ
い
て

・
趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
、

財
政
が
緊
迫
し
て
い
る
中
、

現
行
以
上
に
税
負
担
を
掛

け
る
事
が
で
き
な
い
。

・
最
低
賃
金
が
生
活
保
護
金

額
よ
り
も
低
い
こ
と
を
見

据
え
て
の
引
き
下
げ
と
考

え
る
。

・
生
活
保
護
費
を
全
額
国
庫

負
担
と
す
る
こ
と
は
、
根

本
的
解
決
と
な
ら
な
い
。

・
就
学
援
助
等
は
、
生
活
保

護
が
基
準
で
あ
り
、
引
き

下
げ
ら
れ
る
と
援
助
が
必

　

要
な
人
を
排
除
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。

○
下
水
道
条
例
に
つ
い
て

問
　ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
含

有
量
が
125
ミ
リ
グ
ラ
ム
か
ら

380
ミ
リ
グ
ラ
ム
に
数
値
が
緩

和
さ
れ
る
理
由
は
。

答　

県
の
条
例
に
合
わ
せ
た

も
の
で
あ
る
。

問
　県
の
条
例
は
平
成
14
年

に
改
正
と
な
っ
て
い
る
が
。

答　

そ
の
時
点
で
改
正
す
べ

き
で
あ
っ
た
が
、
手
続
き
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
実
質

的
に
は
合
併
以
前
か
ら
旧
町

に
は
該
当
す
る
企
業
が
無
く
、

影
響
は
な
か
っ
た
。

問
　企
業
は
厳
し
い
数
値
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
以
下
を
目
標

数
値
と
す
る
は
ず
で
あ
る
が
。

答　

矢
橋
帰
帆
島
の
処
理
能

力
、
技
術
基
準
で
対
応
で
き

る
範
囲
で
あ
り
、
本
市
の
み

厳
し
い
数
値
で
規
制
し
て
い

て
も
意
味
が
無
い
と
考
え
る
。

問
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
委

託
料
の
詳
細
は
。

答　

長
島
口
バ
ス
停
を
長
島

自
治
会
前
に
移
設
、
五
之
里

に
バ
ス
停
を
新
設
す
る
費
用

の
ほ
か
、
時
刻
表
表
示
板
の

修
正
に
か
か
る
費
用
で
あ
る
。

問

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
消
防
用
設
備
機
器
の

点
検
は
。

答　

セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長

等
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

要
望　

防
水
は
経
年
劣
化
等

で
悪
く
な
り
、
修
繕
に
か
か

る
費
用
が
高
額
に
な
る
の
で
、

計
画
的
に
対
応
す
る
よ
う
に
。

問
　大
手
法
人
の
決
算
確
定

に
よ
り
市
税
が
減
収
と
な
る

が
、
今
後
の
予
想
は
。

答　

大
手
法
人
は
減
収
と
な

る
が
、
そ
の
他
の
法
人
で
は

５
％
〜
10
％
程
度
の
増
額
と

見
込
ん
で
い
る
。

問
　次
年
度
か
ら
障
害
者
自

立
支
援
法
の
対
象
と
な
る
難

病
は
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
対
象
と

な
る
難
病
の
特
定
ま
で
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。

問
　障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
保

守
委
託
料
の
詳
細
は
。

答　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
、

平
成
25
年
４
月
か
ら
障
害
者

総
合
支
援
法
に
名
称
変
更
と

な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
障
害

者
手
帳
の
台
帳
シ
ス
テ
ム
や

給
付
管
理
台
帳
の
改
修
経
費

を
計
上
。

問
　国
民
健
康
保
険
事
業
の

検
診
委
託
料
増
額
の
理
由
は
。

答　

受
診
者
が
増
加
し
て
い

る
。

問
　介
護
保
険
事
業
の
介
護

予
防
事
業
と
任
意
事
業
の
区

別
は
要
介
護
度
に
よ
り
区
別

さ
れ
る
の
か
。

答　

介
護
保
険
制
度
を
踏
ま

え
、
利
用
者
に
と
っ
て
有
利

な
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　農
業
振
興
対
策
事
業
費

の
農
地
集
積
協
力
金
の
詳
細

は
。

答　
５
反
以
下
は
30
万
円
で
13

件
、
５
反
を
超
え
て
２
町
ま
で

が
50
万
円
で
49
件
、
２
町
を
超

え
る
と
70
万
円
で
1
件
、
合
計

63
件
で
２
、
９
１
０
万
円
と
な

る
。

問　

大
篠
原
西
池
堤
防
法
面

除
草
対
策
工
事
に
使
用
す
る

シ
ー
ト
の
耐
用
年
数
は
。

答　

現
在
、
蓮
池
の
里
第
２

処
分
場
に
敷
か
れ
て
い
る
も

の
と
同
等
品
を
予
定
し
て
お

り
、
10
年
位
は
持
つ
と
考
え

て
い
る
。

問
　生
活
環
境
影
響
調
査
の

対
象
範
囲
と
内
容
は
。

答　

対
象
範
囲
は
、
新
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
予
定
地
を

中
心
と
し
た
約
1
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
を
想
定
し
て
い

る
。
調
査
内
容
は
、
大
き
く

分
け
て
、
測
定
機
器
を
設
置

す
る
方
法
と
、
専
門
家
に
よ

る
現
地
踏
査
に
よ
る
調
査
で

あ
る
。

総
務
文
科
会

５
％
〜
10
％
程
度
の
増
額
と

見
込
ん
で
い
る
。

　次
年
度
か
ら
障
害
者
自

立
支
援
法
の
対
象
と
な
る
難

病
は
。

は
。

答答件
、
５
反
を
超
え
て
２
町
ま
で

が
50

え
る

63
件
で
２
、
９
１
０
万
円
と
な

総
務
文
科
会

総
務
文
科
会

総
務
文
科
会

総
務
文
科
会

総
務
文
科
会

総
務
文
科
会

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

総
務
文
科
会

計
画
的
に
対
応
す
る
よ
う
に
。

　大
手
法
人
の
決
算
確
定

に
よ
り
市
税
が
減
収
と
な
る

　

大
手
法
人
は
減
収
と
な

る
が
、
そ
の
他
の
法
人
で
は

な
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　農
業
振
興
対
策
事
業
費

の
農
地
集
積
協
力
金
の
詳
細

ト
ル
の
範
囲
を
想
定
し
て
い

る
。
調
査
内
容
は
、
大
き
く

分
け
て
、
測
定
機
器
を
設
置

す
る
方
法
と
、
専
門
家
に
よ

る
現
地
踏
査
に
よ
る
調
査
で

あ
る
。

％
程
度
の
増
額
と

総
務
文
科
会

環
境
経
済
建
設
分
科
会

環
境
経
済
建
設
分
科
会

　

要
な
人
を
排
除
す
る
こ
と

　

要
な
人
を
排
除
す
る
こ
と

　

要
な
人
を
排
除
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。

に
な
っ
て
し
ま
う
。

○
下
水
道
条
例
に
つ
い
て

○
下
水
道
条
例
に
つ
い
て

問
　ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
含

　ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
含

有
量
がが
5
ミ
リ
グ
ラ
ム
か
ら

の
ほ
か
、
時
刻
表
表
示
板
の

修
正
に
か
か
る
費
用
で
あ
る
。

環
境
経
済
建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
科
会

やす市議会だよりやす市議会だよりやす市議会だよりやす市議会だより

問
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
委

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
委

託
料
の
詳
細
は
。

託
料
の
詳
細
は
。

答答　

長
島
口
バ
ス
停
を
長
島

　

長
島
口
バ
ス
停
を
長
島

病
は
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
対
象
と

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
委

立
支
援
法
の
対
象
と
な
る
難

病
は
。

答

総
務
分
科
会

総
務
分
科
会

No.33やす市議会だより No.33No.33No.33No.33やす市議会だよりやす市議会だよりやす市議会だよりやす市議会だより

厳
し
い
数
値
で
規
制
し
て
い

厳
し
い
数
値
で
規
制
し
て
い

て
も
意
味
が
無
い
と
考
え
る
。

て
も
意
味
が
無
い
と
考
え
る
。

る
が
、
そ
の
他
の
法
人
で
は

厳
し
い
数
値
で
規
制
し
て
い

て
も
意
味
が
無
い
と
考
え
る
。

５
％

見
込
ん
で
い
る
。

立
支
援
法
の
対
象
と
な
る
難

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

やす市議会だよりやす市議会だよりやす市議会だよりやす市議会だより

問
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
委

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
委

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
委

見
込
ん
で
い
る
。

問立
支
援
法
の
対
象
と
な
る
難

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

文
教
福
祉
分
科
会

総
務
文
科
会

文
教
福
祉
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予
算
常
任
委
員
会

　やす市議会だより№32（平成 24 年 11 月１日発行）において、議会だよりに関するアンケート調査
を実施したところ、ご協力いただいた市民の皆さまから概ね『読みやすい』というご評価をいただきま
した。
　お寄せいただいたご意見の中には、一般質問に対する答弁の記載内容が不十分であるとのご指摘を受
けました。限られた紙面の中ですが、今回いただいたご意見やご感想を真摯に受け止めて、今後も皆さ
まに親しまれる広報紙づくりに努めてまいります。
　アンケートにご協力いただきました皆さま、ありがとうございました。

　本会議の詳細は、野洲図書館、市民サービスセンター、市役所２階情報公開コーナー等に設置する会
議録にてご覧いただけます。
　また、市議会ホームページでも公開していますのでご覧ください。
　なお、11月定例会の会議録は２月下旬に公開します。

　やす市議会だより№32（平成 24 年 11 月１日発行）において、議会だよりに関するアンケート調査

議会だよりのアンケートについて

議会広報特別委員会からのお知らせ

議会だよりのアンケートについて

議会広報特別委員会からのお知らせ

大篠原西池クリーンセンター沈砂池

現在の長島バス停
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問
　全
国
で
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
が
、
い
じ
め
に

よ
っ
て
、
悩
み
、
苦
し
み
、

心
の
中
で
助
け
を
求
め
て
、

生
活
を
し
て
い
る
。
い
じ
め

に
対
す
る
教
育
長
の
見
解
は
。

答
　学
校
は
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
学
び
、
安
心
し
て
、

伸
び
伸
び
と
過
ご
せ
る
場
所

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所

で
、
い
じ
め
は
絶
対
に
許
す

こ
と
は
で
き
な
い
行
為
で
あ

り
、
未
然
防
止
と
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
努
め
る
。

川
端
教
育
長

（
以
下
同
じ
）

問
　本
市
の
小
・
中
学
校
で

は
、
特
別
支
援
教
育
の
対
象

と
な
る
子
ど
も
た
ち
が
増
加

し
て
お
り
、
ま
た
、
通
常
学

級
に
在
籍
し
特
別
な
指
導
や

支
援
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち

も
増
加
し
て
い
る
。
特
別
支

援
教
育
に
対
す
る
教
育
長
の

考
え
方
は
。

答
　特
別
支
援
教
育
支
援
員

等
人
的
配
置
の
継
続
や
教
員

全
体
の
資
質
向
上
の
必
要
性

も
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
医

療
機
関
や
専
門
機
関
と
の
連

携
も
図
り
な
が
ら
充
実
に
努

め
る
。

問

　学
校
現
場
に
お
い
て
、

教
職
員
が
子
ど
も
と
向
き
合

う
時
間
や
授
業
の
準
備
を
す

る
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

精
神
性
疾
患
を
患
う
先
生
も

い
る
。
学
校
現
場
に
対
し
て

の
教
育
長
の
認
識
は
。

答
　学
校
現
場
で
は
多
種
多

様
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
・
要
望

に
対
す
る
対
応
が
求
め
ら
れ
、

子
ど
も
と
直
接
向
き
合
う
時

間
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

校
内
会
議
や
研
修
会
等
の
精

選
と
運
営
の
工
夫
、
校
務
分

掌
の
見
直
し
、
地
域
や
関
係

機
関
と
の
連
携
に
努
め
て
い

る
。　ま

た
、
学
校
の
最
大
の
教

育
的
資
源
は
「
教
師
力
」
で

あ
り
、
教
職
員
が
元
気
に
教

育
活
動
を
行
う
こ
と
が
、
元

気
な
学
校
づ
く
り
の
基
盤
で

あ
る
。
教
員
の
負
担
軽
減
と

な
る
組
織
で
の
対
応
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

　ま
た
、
教
育
委
員
会
と
し

て
教
職
員
の
健
康
の
保
持
増

進
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
意

識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問
　学
校
教
育
に
対
す
る
考

え
方
は
。

答

　子
ど
も
た
ち
が
本
来

持
っ
て
い
る
、
「
も
っ
と
知

り
た
い
」
「
も
っ
と
学
び
た

い
」
と
い
う
心
に
火
を
灯
す

授
業
を
展
開
し
、
子
ど
も
た

ち
が
元
気
に
登
校
し
、
仲
間

と
共
に
一
緒
に
学
び
、
楽
し

く
遊
び
、
笑
顔
で
帰
宅
で
き

る
よ
う
な
学
校
教
育
を
め
ざ

し
て
い
く
。

　そ
の
他
の
質
問

　
○
野
洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
。

問
　「
人
権
を
守
り
ま
す
」

と
あ
る
が
、
具
体
的
施
策
は
。

答
　市
民
の
知
る
権
利
が
守

ら
れ
、
意
志
決
定
や
実
践
の

場
に
参
画
で
き
る
条
件
づ
く

り
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
は

徹
底
し
た
透
明
性
・
公
平

性
・
公
正
性
の
確
保
を
図
り

つ
つ
、
開
か
れ
た
議
論
を
通

じ
て
各
施
策
を
展
開
し
て
い

く
。

山
仲
市
長

（
以
下
同
じ
）

問
　「
新
財
政
健
全
化
プ
ラ

ン
の
策
定
と
実
施
」
と
あ
る

が
、
大
変
厳
し
い
財
政
運
営

が
続
く
が
、
ど
の
様
に
取
り

組
む
の
か
。

答
　サ
ー
ビ
ス
は
切
ら
な
い

で
、
施
設
や
そ
の
他
、
重
複

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
整
理

し
て
、
前
向
き
に
問
題
を
解

決
し
て
い
き
た
い
。

問
　「
障
が
い
者
の
社
会
参

加
の
促
進
」
と
あ
る
が
、
具

体
的
に
は
ど
の
様
な
こ
と
か
。

答
　必
要
な
情
報
を
得
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
社

会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
と
い
う
こ
と
。
そ

の
他
、
相
談
機
能
を
充
実
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　「
潤
い
の
あ
る
景
観
づ

く
り
」
と
あ
る
が
、
「
景
観

計
画
」
が
12
月
20
日
に
施
行

さ
れ
る
。
具
体
的
に
予
算
を

伴
っ
た
施
策
と
し
て
ど
の
様

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　重
点
地
区
で
あ
る
野
洲

駅
南
地
区
屋
外
広
告
物
の
実

態
調
査
を
始
め
、
そ
れ
に
対

す
る
対
策
を
や
っ
て
い
き
た

い
。

問
　「
琵
琶
湖
に
親
し
む
環

境
整
備
と
観
光
の
振
興
」
と

あ
る
が
、
具
体
的
な
施
策
は
。

答

　家
棟
川
河
口
か
ら
菖

蒲
・
マ
イ
ア
ミ
浜
に
か
け
て

は
貴
重
な
資
源
で
あ
る
。
も

う
少
し
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
な

る
よ
う
に
、
そ
し
て
そ
こ
で

の
活
動
が
促
進
さ
れ
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
今
後
計
画
し

て
い
く
。

問
　「
農
業
振
興
計
画
に
基

づ
く
力
強
い
農
業
の
支
援
」

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
予
算

を
伴
う
施
策
は
。

答
　さ
さ
や
か
だ
が
、
担
い

手
の
育
成
や
新
規
の
参
入
を

支
援
し
拡
大
し
て
い
く
。
ま

た
、
メ
ロ
ン
、
春
菊
な
ど
ブ

ラ
ン
ド
の
生
産
物
が
、
よ
り

発
展
す
る
よ
う
な
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　「新
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
整
備
」と
あ
る
が
、
現
在
の

建
物
は
昭
和
52
年
に
建
築
さ

れ
た
も
の
、こ
れ
は
建
物
の
建

設
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

答
　現
施
設
は
老
朽
化
し
て
、

耐
震
対
策
が
で
き
な
い
建
物

で
あ
り
、
ま
た
機
能
の
問
題

も
あ
る
。
建
て
る
建
て
な
い

は
別
と
し
て
、
機
能
を
含
め

た
上
で
充
実
を
し
た
い
と
い

う
の
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

問
　「
在
宅
支
援
と
施
設
を

連
携
し
た
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
」
と
あ
る
が
、
具
体

的
に
ど
の
様
な
こ
と
を
さ
れ

る
の
か
。

答
　平
成
25
年
度
中
の
開
設

を
目
指
し
て
、
老
健
施
設
の

整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
機
能
を
う
ま
く
つ
な
ぎ
な

が
ら
、
す
べ
て
の
高
齢
者
の

方
が
安
心
し
て
野
洲
市
内
で

生
活
し
て
い
た
だ
け
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
づ
く
り
を
し
た
い
。

井 

狩 

辰 

也

 

い     

か
り    

た
つ      

や

新
教
育
長
の
教
育
全
般
に

対
す
る
考
え
方
は

市 

木 

一 

郎

 

い
ち     

き     

い
ち     

ろ
う

山
仲
市
政
２
期
目
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

一 問 一 答

一 問 一 答

Ｑ&

援
教
育
に
対
す
る
教
育
長
の

援
教
育
に
対
す
る
教
育
長
の

考
え
方
は
。

考
え
方
は
。

　特
別
支
援
教
育
支
援
員

　特
別
支
援
教
育
支
援
員

等
人
的
配
置
の
継
続
や
教
員

等
人
的
配
置
の
継
続
や
教
員

全
体
の
資
質
向
上
の
必
要
性

全
体
の
資
質
向
上
の
必
要
性

も
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
医

も
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
医

答答
　特
別
支
援
教
育
支
援
員

等
人
的
配
置
の
継
続
や
教
員

全
体
の
資
質
向
上
の
必
要
性

も
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
医

ＱＱ&&A 一般
  質問
一般
  質問



答　

一
度
に
支
払
い
が
困
難

な
利
用
者
に
対
し
て
、
償
還

払
い
と
受
領
委
任
払
い
と
の

選
択
が
で
き
る
よ
う
、
制
度

の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
の
質
問

　
○
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
。

○
野
洲
市
景
観
計
画
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

○
県
知
事
が
衆
議
院
選
挙
で

政
党
の
代
表
と
な
り
、
指

揮
を
執
っ
て
い
る
が
、
今

後
本
市
へ
の
影
響
は
無
い

の
か
。
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問　

携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
な
ど
の
使
用
済
み
の

小
型
家
電
に
含
ま
れ
る
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
、
貴
金
属
、
レ
ア

メ
タ
ル
（
希
少
金
属
）
な
ど

の
回
収
を
進
め
る
小
型
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
（
使
用
済
み

小
型
電
子
機
器
等
再
資
源
化

促
進
法
）
が
、
本
年
８
月
に

成
立
し
、
来
年
４
月
に
施
行

と
な
る
。

　

現
在
、
小
型
家
電
に
含
ま

れ
る
レ
ア
メ
タ
ル
や
貴
金
属

は
多
く
を
輸
入
に
依
存
し
、

そ
の
大
半
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
ず
に
、
ご
み
と
し
て
埋
め

立
て
処
分
さ
れ
て
い
る
が
、

同
法
に
よ
り
、
市
町
村
が
使

用
済
み
小
型
家
電
を
回
収
し
、

国
の
認
定
を
受
け
た
業
者
が

引
き
取
っ
て
レ
ア
メ
タ
ル
な

ど
を
取
り
出
す
リ
サ
イ
ク
ル

制
度
が
創
設
さ
れ
る
。

　

新
制
度
で
は
、
消
費
者
や

事
業
者
に
新
た
な
負
担
や
義

務
を
課
す
こ
れ
ま
で
の
各
種

リ
サ
イ
ク
ル
法
と
は
異
な
り
、

自
治
体
と
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

者
が
柔
軟
に
連
携
し
て
地
域

の
実
態
に
合
わ
せ
た
形
で
リ

サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
こ
と

が
狙
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
明
年
か
ら
実
施
さ

れ
る
、
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
（
使
用
済
み
小
型
電
子

機
器
等
再
資
源
化
促
進
法
）

に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

答　

国
の
状
況
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
取
組
に
つ
い
て
十

分
な
検
討
を
行
う
。

　
　
　

山
本
環
境
経
済
部
長

　
　
　
　
　

 

（
以
下
同
じ
）

問　

小
型
家
電
は
、
現
在
、

粗
大
ご
み
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
て
い
る
が
、
年
間
の
排
出

量
と
処
理
の
実
態
は
。

答　

使
用
済
小
型
家
電
の
み

の
分
別
は
行
っ
て
い
な
い
た

め
正
確
な
量
は
把
握
し
て
い

な
い
。

問　

粗
大
ご
み
の
、
持
ち
去

り
実
態
と
条
例
の
制
定
は
。

答　

過
去
２
年
間
で
は
、
３

件
の
持
ち
去
り
行
為
を
発
見
、

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

野
洲
市
廃
棄
物
の
適
正
処

理
及
び
再
利
用
並
び
に
環
境

美
化
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
と
し
て
次

期
定
例
会
で
上
程
す
る
予
定
。

問　

24
時
間
年
中
無
休
で
営

業
さ
れ
て
い
る
事
業
所
、
特

に
飲
食
関
係
が
、
増
え
て
い

る
が
、
こ
の
現
状
に
対
す
る

廃
棄
物
処
理
の
実
態
は
。

答　

通
常
の
時
間
帯
で
営
業

さ
れ
て
い
る
事
業
所
よ
り
も

廃
棄
物
の
排
出
量
が
増
え
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
ゴ
ミ
減
量
化
に

向
け
た
取
組
を
行
う
よ
う
、

ま
ず
は
啓
発
資
料
の
配
布
を

行
う
。

　
そ
の
他
の
質
問

　
○「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
形

成
に
取
り
組
む
自
治
体
へ

の
支
援
策
に
つ
い
て

○
骨
髄
ド
ナ
ー
の
継
続
的
確

保
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
子
育
て
関
連
３

法
が
国
会
で
成
立
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
消
費
税
の

引
き
上
げ
に
よ
る
財
源
約
１

兆
円
を
活
用
し
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
認
定
子
ど
も
園
、

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、

小
規
模
保
育
や
保
育
マ
マ
な

ど
の
家
庭
的
保
育
を
含
む
多

様
な
保
育
が
拡
充
さ
れ
る
。

今
後
子
育
て
支
援
の
政
策
決

定
過
程
か
ら
子
育
て
家
庭
へ

の
ニ
ー
ズ
が
反
映
で
き
る
よ

う
本
市
も
新
制
度
導
入
へ
の

万
全
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
。

①
地
方
版
子
ど
も
子
育
て
会

議
の
設
置
の
考
え
は
。

②
事
業
計
画
の
策
定
と
ニ
ー

ズ
調
査
の
経
費
計
上
を
。

答　

①
平
成
25
年
度
か
ら
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計

画
を
策
定
し
て
い
く
中
で
、

既
存
の
次
世
代
育
成
支
援
対

策
地
域
協
議
会
の
整
理
統
合

も
視
野
に
入
れ
、
新
た
な
会

議
を
立
ち
上
げ
、
検
討
、
審

議
を
開
始
す
る
。

②
現
行
の
施
策
の
把
握
や
評

価
、
さ
ら
に
計
画
策
定
に
向

け
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、

事
業
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。

問　

介
護
保
険
の
制
度
改
善

の
一
環
と
し
て
、
福
祉
用
具

購
入
費
及
び
住
宅
改
修
費
の

支
給
に
つ
い
て
、
償
還
払
い

だ
け
で
な
く
、
受
領
委
任
払

い
を
選
択
で
き
る
よ
う
改
め

て
欲
し
い
と
の
声
が
あ
る
。

　

利
用
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
現
状
の
全
額
支

払
い
か
ら
１
割
分
の
み
事
業

者
に
支
払
い
、
残
額
は
市
が

直
接
事
業
者
に
支
払
う
受
領

委
任
払
い
制
度
の
導
入
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

福
祉
用
具
の
購
入
等
、

受
領
委
任
払
い
制
度
の
導
入
を

問　

携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
な
ど
の
使
用
済
み
の

小
型
家
電
に
含
ま
れ
る
ア
ル

Ｑ&

　

携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル

　

携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル

問　

携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル

ＱＱ&&A 一般
  質問
一般
  質問

矢 

野 

隆 

行

 

や       

の      

た
か    

ゆ
き

廃
棄
物
回
収
処
理
の
実
態
と
レ
ア
メ
タ
ル
等
の

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

一 問 一 答

梶 

山 

幾 

世

か
じ    

や
ま     

い
く     

よ

子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
の
充
実
を

子
育
て
会
議
を
設
置
し
、

ニ
ー
ズ
調
査
等
に
取
り
組
む

井
狩
健
康
福
祉
部
政
策
監

受
領
委
任
払
い
制
度
を

検
討
し
て
い
く

井
狩
健
康
福
祉
部
政
策
監
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問　

本
市
の
有
収
率
は
82.４
％

で
湖
南
４
市
の
中
で
一
番
低

い
。
不
明
水
量
は
年
間
ど
の

位
発
生
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
１
日
当
た
り
の
漏
水
量

は
ど
の
位
に
な
る
の
か
。

答　

配
水
量
か
ら
有
収
水
量

を
差
し
引
い
た
不
明
水
量
は
、

平
成
23
年
度
決
算
で
、
年
間

136
万
１
、
７
８
３
立
方
メ
ー

ト
ル
で
、
１
日
当
た
り
の
推

定
漏
水
量
は
１
、
９
０
４
立

方
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。

山
本
環
境
経
済
部
長

（
以
下
同
じ
）

問　

有
収
量
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
徹
底
し
た
漏
水

調
査
と
抜
本
的
な
漏
水
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答　

漏
水
修
理
と
老
朽
管
の

更
新
対
策
が
必
要
で
、
昨
年

度
か
ら
漏
水
調
査
を
計
画
的

に
実
施
し
て
い
る
。

問　

配
水
管
布
設
の
固
定
資

産
台
帳
は
整
備
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答　

事
業
完
了
後
に
お
い
て
、

固
定
資
産
管
理
シ
ス
テ
ム
に

入
力
後
、
紙
ベ
ー
ス
で
管
理

し
て
い
る
。

問　

老
朽
配
水
管
の
総
延
長

は
何
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
る

の
か
。

答　

40
年
以
上
の
経
年
管
は

約
2.8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
耐

震
性
能
を
有
し
な
い
更
新
が

必
要
な
塩
ビ
管
等
が
約
130
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
残
っ
て
い
る
。

問　

漏
水
調
査
の
進
捗
状
況

と
計
画
ど
お
り
調
査
は
完
了

す
る
の
か
。

答　

調
査
の
進
捗
状
況
は
全

体
の
35
％
程
度
で
あ
り
、
当

初
計
画
の
平
成
27
年
度
ま
で

の
期
間
が
必
要
と
考
え
る
。

問　

水
道
の
耐
震
化
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

水
道
は
市
民
生
活
や
社

会
活
動
に
必
要
不
可
欠
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
地
域

住
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守

る
極
め
て
重
要
な
施
設
と
認

識
し
て
い
る
。
水
源
地
や
配

水
池
等
の
基
幹
施
設
及
び
避

難
所
や
病
院
等
の
重
要
な
施

設
へ
の
水
供
給
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
先
行
し
て
耐
震

対
策
を
進
め
て
い
く
。

問　

給
水
原
価
よ
り
低
く
供

給
単
価
を
設
定
し
て
い
る
の

は
何
故
か
。

答　

合
併
に
よ
り
旧
中
主
町

と
旧
野
洲
町
で
格
差
が
あ
っ

た
上
下
水
道
料
金
を
公
平
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

平
成
18
年
度
か
ら
統
一
し
た

も
の
で
あ
り
、
平
成
22
年
度

ま
で
の
５
ヵ
年
に
つ
い
て
政

策
的
に
料
金
値
下
げ
を
設
定

し
、
今
に
至
っ
て
い
る
。

奥 

村 

治 

男

お
く    

む
ら    

は
る     

お

水
道
事
業
の

有
収
率
向
上
対
策
は

一 問 一 答比江水源地

地域ブランドサミット 2012

問　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、

そ
の
地
域
に
存
在
す
る
自

然
・
歴
史
・
文
化
・
食
・
観

光
地
・
特
産
品
・
産
業
な
ど

の
地
域
資
源
の
付
加
価
値
を

高
め
、
他
の
地
域
と
の
差
別

化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
市
場
に
お
い
て
情
報
発

信
力
や
競
争
力
の
面
で
比
較

的
優
位
を
保
ち
、
地
域
住
民

の
自
信
と
誇
り
だ
け
で
な
く
、

旅
行
者
や
消
費
者
等
の
共
感
、

愛
着
、
満
足
度
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
る
。
本
市
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
考
え
は
。

答　

産
地
の
育
成
と
特
産
品

づ
く
り
に
主
眼
を
お
き
、
産

地
と
と
も
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
育
成
を
進
め
て
き
た
。
近

年
は
今
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
を
伸

ば
そ
う
と
い
う
方
向
で
進
め

て
い
る
。山

本
環
境
経
済
部
長

（
以
下
同
じ
）

問　

本
市
に
は
春
菊
娘
、
み

か
ち
ゃ
ん
メ
ロ
ン
、
愛
郷
米

の
他
、
多
数
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
商
品
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

を
伸
ば
す
取
り
組
み
は
。

答　

農
業
振
興
計
画
の
中
で

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
取
り

組
み
を
進
め
る
。

問　

ブ
ラ
ン
ド
開
発
に
は
生

産
者
や
各
種
団
体
と
の
連
携

が
必
要
で
あ
る
が
、
取
り
組

み
状
況
は
。

答　

お
い
で
野
洲
ま
る
か
じ

り
協
議
会
や
観
光
物
産
協
会
、

商
工
観
光
課
が
連
携
し
な
が

ら
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
を

行
っ
て
い
る
。

問　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
の

課
題
は
。

答　

生
産
性
の
確
保
を
図
る

上
で
生
産
者
の
高
齢
化
と
担

い
手
不
足
が
あ
る
。
ま
た
、

徹
底
し
た
品
質
保
持
と
市
場

拡
大
を
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

問　

原
産
地
呼
称
管
理
制
度

を
導
入
し
、
本
市
で
生
産
さ

れ
る
野
菜
や
米
を
売
り
出
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

ま
ず
は
ブ
ラ
ン
ド
の
創

出
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
現

時
点
で
の
制
度
の
導
入
は
考

え
て
い
な
い
。

問　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成

と
商
品
の
情
報
発
信
に
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
情
報
発
信
を
行

う
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て

f
a
c
e
b
o
o
k
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

答　

f
a
c
e
b
o
o
k
や

t
w
i
t
t
e
r
な
ど
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
携
帯
端
末
の
普
及

に
よ
り
利
用
者
が
急
増
し
て

お
り
、
情
報
発
信
に
は
有
効

な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
活

用
に
あ
た
っ
て
は
明
確
な
目

的
や
具
体
的
な
運
用
の
ル
ー

ル
作
り
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

冨
田
政
策
調
整
部
長

内 

田 

聡 

史

う
ち     

だ      

さ
と     

し

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

育
成
に
つ
い
て

一 問 一 答
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問
　市
内
小
中
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
。

答
　保
護
者
、
教
員
、
児
童
、

生
徒
か
ら
「
快
適
な
学
習
環

境
が
生
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち

に
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
職
場
環
境
と
し

て
も
快
適
で
効
率
的
に
な
っ

た
。
」
と
の
声
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　新
庄
教
育
部
長

　（
以
下
同
じ
）

問
　エ
ア
コ
ン
設
置
計
画
時
、

担
任
の
英
語
指
導
は
定
着
し

て
い
る
の
で
A
L
T
を
廃
止

し
て
電
気
代
の
一
部
に
充
て

る
と
言
っ
て
い
た
が
、
学
校

で
は
、
A
L
T
復
活
を
望
ん

で
い
る
。
教
育
委
員
会
と
現

場
に
認
識
の
違
い
が
あ
る
。

答
　英
語
に
関
す
る
教
職
員

研
修
や
市
独
自
の
レ
ッ
ス
ン

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
野
洲
市

国
際
協
会
の
協
力
も
得
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　冬
の
時
期
、
外
気
温
が

10
度
以
下
に
な
ら
な
い
と
エ

ア
コ
ン
の
運
転
が
で
き
な
い

と
聞
い
た
が
事
実
か
。

答
　設
定
は
18
度
で
あ
り
、

10
度
と
い
う
の
は
教
育
環
境

に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思

う
の
で
、
18
度
を
徹
底
し
て

運
用
す
る
。

問
　特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
が
な
ぜ
か
。

答
　窓
を
閉
め
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
教
室
、
J
R

線
路
沿
い
や
道
路
沿
い
等
教

育
環
境
を
考
慮
し
設
置
し
て

あ
る
。

問
　学
校
で
使
う
消
耗
品
を

一
部
先
生
方
の
私
費
で
買
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い

た
が
、
教
育
委
員
会
は
把
握

し
て
い
る
か
。

答
　教
育
委
員
会
と
し
て
は

そ
の
よ
う
な
事
実
は
把
握
し

て
い
な
い
。
教
育
消
耗
品
に

つ
い
て
は
、
申
し
出
て
学
校

で
買
う
も
の
で
あ
っ
て
、
予

算
が
不
足
す
る
の
で
あ
れ
ば

教
育
委
員
会
が
予
算
を
確
保

す
る
。

問
　教
育
現
場
で
は
行
政
の

情
報
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
よ
う
だ
が
、
教
職
員
へ

の
行
政
情
報
は
ど
の
よ
う
な

形
で
知
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　定
例
の
校
長
会
や
教
頭

会
で
定
例
教
育
委
員
会
で
の

案
件
や
議
会
で
の
質
問
等
を

毎
月
情
報
提
供
し
て
い
る
。

不
十
分
な
部
分
が
あ
る
と
言

う
こ
と
な
の
で
、
校
長
を
通

じ
て
徹
底
す
る
。

問
　学
校
で
の
緊
急
時
の
連

絡
対
応
に
つ
い
て
、
特
に

プ
ー
ル
等
屋
外
に
つ
い
て
、

携
帯
電
話
が
少
な
い
と
聞
い

て
い
る
が
。

答
　イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
設
置

の
有
無
等
、
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
安
全
性
が
保
た
れ
る
か

と
い
う
視
点
で
考
え
る
。

問
　市
内
小
中
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価

Ｑ&

　市
内
小
中
学
校
へ
の
エ

　市
内
小
中
学
校
へ
の
エ

問
　市
内
小
中
学
校
へ
の
エ

ＱＱ&&A 一般
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丸 

山 

敬 

二

ま
る    

や
ま    

け
い     

じ

教
育
現
場
の
抱
え
る
課
題
に

真
摯
な
対
応
を

一 問 一 答

問
　都
市
計
画
法
に
基
づ
く

開
発
行
為
に
関
す
る
技
術
基

準
（
平
成
21
年
4
月
制
定
）

の
第
9
章
に
水
道
等
給
水
施

設
に
関
す
る
基
準
が
あ
り
、

こ
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る

か
を
尋
ね
る
。

　給
水
施
設
に
関
す
る
法
規

定
、
給
配
水
施
設
の
計
画
、

給
配
水
施
設
の
設
計
基
準
と

適
合
の
判
断
、
並
び
に
給
配

水
施
設
の
設
計
に
お
け
る
留

意
点
と
あ
る
。
こ
れ
ら
建
設

時
点
で
は
適
合
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
に
お
い
て
一
部
改
築

ま
た
は
改
造
さ
れ
た
建
物
が

あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
後
の

指
導
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　給
水
装
置
工
事
の
変
更

及
び
取
消
し
に
つ
い
て
は
、

変
更
届
け
が
無
い
状
況
か
ら

指
導
実
績
は
無
い
。

山
本
環
境
経
済
部
長

　
　
　
　
　（
以
下
同
じ
）

問
　市
内
の
共
同
住
宅
で
3

階
以
上
の
建
築
物
は
何
棟
あ

る
の
か
。

答
　一
般
の
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
で
139
棟
、
県
営
・

市
営
・
警
察
官
舎
で
23
棟
で

あ
る
。

問
　改
造
・
一
部
改
築
さ
れ

る
場
合
は
、
事
業
者
ま
た
は

所
有
者
よ
り
内
容
の
変
更
届

け
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　給
水
装
置
工
事
の
変
更

に
つ
い
て
は
、
水
道
事
業
給

水
条
例
施
行
規
程
に
よ
り
届

出
が
必
要
。

問
　3
階
以
上
の
建
築
物
の

住
人
が
一
度
に
瞬
間
湯
沸
器

等
を
使
用
さ
れ
た
場
合
、
不

完
全
燃
焼
等
に
よ
り
、
消

防
・
防
災
の
観
点
か
ら
危
険

性
が
非
常
に
高
い
。
よ
っ
て

直
圧
配
管
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
と
考
え
る
が
、
行
政
指

導
等
は
。

答
　原
則
一
旦
タ
ン
ク
に
貯

め
て
給
水
す
る
受
水
槽
方
式

で
指
導
。

問
　技
術
基
準
に
適
合
し
て

い
て
も
、
実
質
使
用
水
量
か

ら
算
出
を
行
っ
た
と
き
に
受

水
槽
容
量
が
足
ら
な
く
な
っ

た
場
合
の
指
導
は
。

答
　受
水
槽
等
の
貯
水
槽
が

使
用
水
量
か
ら
何
ら
か
の
事

由
で
小
規
模
と
判
明
し
た
場

合
は
、
管
理
者
に
対
し
届
け

の
手
続
き
を
す
る
よ
う
指
導
。

問
　簡
易
専
用
水
道
以
外
の

貯
水
槽
水
道
の
管
理
及
び
自

主
検
査
が
条
例
施
行
規
程
に

定
め
て
は
い
る
も
の
の
、
届

け
は
必
要
は
無
い
が
、
こ
れ

を
義
務
付
け
す
る
必
要
は
無

い
か
。
衛
生
面
な
ど
の
観
点

か
ら
行
政
指
導
は
で
き
な
い

の
で
は
。

答
　水
道
法
・
ビ
ル
管
理
法

に
よ
り
対
象
と
な
ら
な
い
。

施
設
管
理
者
が
自
ら
の
責
任

に
お
い
て
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
行
政
指
導

が
で
き
な
い
。

問
　共
同
住
宅
の
場
合
の
計

画
受
水
槽
容
量
が
定
ま
っ
て

い
る
が
、
改
造
・
一
部
改
築

等
に
よ
り
そ
れ
が
満
た
さ
れ

て
い
る
か
。
い
な
い
場
合
の

指
導
は
。

答
　届
け
が
あ
っ
た
場
合
は

確
認
で
き
る
が
、
無
届
の
場

合
把
握
で
き
な
い
。
受
水
槽

や
高
架
水
槽
の
貯
水
槽
を
管

理
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

清
掃
や
水
質
検
査
等
の
適
切

な
管
理
と
、
給
水
装
置
工
事

の
変
更
届
け
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
回
覧
及
び

広
報
紙
で
周
知
。

一 問 一 答一 問 一 答

坂 

口 

哲 

哉

さ
か    

ぐ
ち    

て
つ      

や

共
同
住
宅
に
お
け
る

給
配
水
施
設
に
つ
い
て

教室のエアコン



野
洲
市
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想
に
係
る

新
駅
構
想
に
つ
い
て
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問　

当
時
、
野
洲
町
は
、
び

わ
こ
線
の
複
々
線
の
用
地
と

し
て
取
得
さ
れ
た
も
の
と
聞

い
て
い
る
が
、
複
々
線
は
目

途
が
立
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で

①
こ
の
土
地
の
取
得
の
経
緯
、

面
積
、
取
得
価
格
は
。

②
現
在
の
土
地
の
状
況
は
。

③
今
後
の
こ
の
土
地
の
活
用

策
は
。

答　

①
当
時
の
国
鉄
に
要
望

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、

国
鉄
が
分
割
・
民
営
化
さ
れ
、

要
望
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
な
り
、
当
該
土
地
の
所

有
権
が
、
国
鉄
清
算
事
業
団

へ
移
さ
れ
売
却
の
方
針
が
示

さ
れ
、
実
現
の
可
能
性
を
国

鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
引
き

継
い
で
も
ら
う
た
め
、
当
時

の
野
洲
町
議
会
に
複
々
線
の

事
業
用
地
と
し
て
取
得
す
る

こ
と
を
認
め
て
い
た
だ
き
、

平
成
10
年
３
月
に
国
鉄
清
算

事
業
団
か
ら
取
得
。

　

野
洲
地
先
、
４
、
２
６

２
・
74
平
方
メ
ー
ト
ル
。
久

野
部
地
先
、
５
、
９
１
３
・

20
平
方
メ
ー
ト
ル
。
合
計
１

万
１
７
５
・
94
平
方
メ
ー
ト

ル
。
取
得
価
格
合
計
、
３
億

７
、
８
９
１
万
１
、
１
１
４

円
。

②
野
洲
地
先
、
久
野
部
地
先

そ
れ
ぞ
れ
一
部
を
普
通
財
産

と
し
て
有
償
で
貸
付
、
久
野

部
地
先
に
つ
い
て
は
職
員
の

駐
車
場
と
し
て
活
用
。

③
複
々
線
化
と
い
う
目
的
が

あ
る
以
上
、
暫
定
的
な
活
用

に
限
ら
れ
る
。

問　

現
在
都
市
建
設
部
に
お

い
て
野
洲
市
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想
を
策
定
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
野
洲
駅
と
篠
原
駅
の
新
駅

構
想
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
新
駅
構
想
に
つ
い
て

伺
う
。

①
新
駅
構
想
に
つ
い
て
具
体

的
な
位
置
づ
け
は
。

②
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
協
議
は

過
去
も
た
れ
て
い
る
の
か
。

③
最
新
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
反

応
は
。

答　

①
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
想
検
討
委
員
会
で
は
、
潜

在
的
な
地
域
力
を
最
大
限
に

活
か
す
た
め
、
広
域
的
な
計

画
と
の
整
合
性
を
持
た
せ
、

新
駅
設
置
が
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
明
確
に
組
み
込
め
る

か
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

②
公
式
な
協
議
は
し
て
い
な

い
。

③
公
式
な
意
見
や
見
解
に
つ

い
て
現
時
点
で
提
示
で
き
る

も
の
は
な
い
。

一 問 一 答一 問 一 答

 

橋 

繁 

夫

た
か    

は
し    

し
げ     

お

国
鉄
清
算
事
業
団
か
ら
の

取
得
地
の
活
用
に
つ
い
て

平
成
10
年
３
月
に
国
鉄

清
算
事
業
団
か
ら
取
得

冨
田
政
策
調
整
部
長

新
駅
設
置
が
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
に

明
確
に
取
り
組
め
る
か

検
討
を
行
っ
て
い
る

冨
田
政
策
調
整
部
長

Ｑ&

さ
れ
、
実
現
の
可
能
性
を
国

さ
れ
、
実
現
の
可
能
性
を
国

鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
引
き

鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
引
き

継
い
で
も
ら
う
た
め
、
当
時

継
い
で
も
ら
う
た
め
、
当
時

の
野
洲
町
議
会
に
複
々
線
の

の
野
洲
町
議
会
に
複
々
線
の

事
業
用
地
と
し
て
取
得
す
る

事
業
用
地
と
し
て
取
得
す
る

こ
と
を
認
め
て
い
た
だ
き
、

こ
と
を
認
め
て
い
た
だ
き
、

継
い
で
も
ら
う
た
め
、
当
時

の
野
洲
町
議
会
に
複
々
線
の

事
業
用
地
と
し
て
取
得
す
る

こ
と
を
認
め
て
い
た
だ
き
、

ＱＱ&&A 一般
  質問
一般
  質問

厚
労
省
通
知
に
沿
い

就
学
援
助
の
補
助
拡
大
を

問　

野
洲
養
護
学
校
は
本
市

か
ら
も
多
く
の
子
ど
も
達
が

通
学
す
る
学
校
で
あ
る
。
し

か
し
、
開
校
当
時
か
ら
、
教

室
が
足
り
な
い
事
態
が
発
生

し
て
い
た
。
当
初
、
191
人
の

児
童
生
徒
が
今
年
度
は
301
人

に
も
な
っ
て
い
る
。
昨
年
10

教
室
の
増
築
を
し
た
が
、
今

後
、
さ
ら
に
児
童
生
徒
が
増

え
続
け
る
。
平
成
27
年
度
に

は
さ
ら
に
教
室
が
不
足
す
る

こ
と
か
ら
、
県
教
委
は
、
３

階
建
て
の
校
舎
増
築
方
針
を

出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現

施
設
で
も
大
規
模
で
教
育
に

大
き
な
支
障
が
で
て
い
る
。

保
護
者
や
教
育
関
係
者
か
ら
、

「
こ
れ
以
上
の
大
規
模
化
は

あ
り
得
な
い
」
と
批
判
が
出

て
い
る
。
こ
の
問
題
に
対
す

る
野
洲
市
教
育
委
員
会
の
認

識
は
。

答　

設
置
者
で
あ
る
滋
賀
県

が
主
体
的
に
判
断
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　

川
端
教
育
長

（
以
下
も
同
じ
）

問　

本
市
か
ら
80
名
の
子
ど

も
が
通
学
す
る
学
校
で
あ
り
、

「
県
教
委
の
問
題
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
で
い
い
の
か
。

答　

確
か
に
、
い
ろ
ん
な
問

題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。

問　

現
在
で
も
校
舎
の
廊
下

は
155
ｍ
に
も
な
っ
て
い
る
。

養
護
学
校
と
し
て
の
教
育
施

設
と
し
て
あ
り
得
な
い
教
育

環
境
で
あ
る
。

答　

通
常
の
学
校
よ
り
、
き

め
細
か
な
対
応
や
施
設
設
備

の
充
実
は
不
可
欠
と
考
え
る
。

問　

教
育
を
受
け
る
権
利
が

保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
根
本

的
に
は
野
洲
市
と
し
て
も
県

教
委
に
分
離
・
新
設
校
を
求

め
る
べ
き
で
あ
る
。

答　

保
護
者
の
多
く
か
ら
増

築
で
は
な
く
新
設
を
要
望
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
本
市
の
権
限
が
及

ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

問　

不
況
、
所
得
低
迷
の
中
、

本
市
で
も
就
学
援
助
を
受
け

る
児
童
・
生
徒
は
増
加
し
て

い
る
。こ
の
中
で
、
文
部
科
学

省
は
こ
れ
ま
で
補
助
の
対
象

外
だ
っ
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、生
徒
会
費
に
つ

い
て
「
教
育
の
一
環
」
と
し
て

補
助
の
対
象
と
す
る
「
通
知
」

を
地
方
教
育
委
員
会
に
出
し

た
。生
活
保
護
に
準
じ
る
児

童
・
生
徒
で
あ
る「
準
要
保
護

児
童
生
徒
」に
つ
い
て
も
同
様

の
扱
い
と
し
て
い
る
。と
こ
ろ

が
野
洲
市
で
は
「
通
知
」
に
反

し
て
補
助
を
実
施
し
て
い
な

い
。通
知
に
沿
い
補
助
す
べ
き

で
あ
る
。

答　

補
助
の
判
断
は
市
町
村

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
、

全
額
を
地
方
負
担
の
ま
ま
で

補
助
対
象
項
目
の
追
加
が
行

わ
れ
た
も
の
で
、
多
額
の
費

用
が
伴
う
こ
と
や
、
県
下
の

状
況
も
踏
ま
え
対
象
と
は
し

て
い
な
い
。

新
庄
教
育
部
長

小 

菅 

六 

雄

 

こ      

す
が    

む
つ     

お

大
規
模
校
の
野
洲
養
護
学
校
の

分
離
・
新
設
を
県
に
要
望
す
べ
き

一 問 一 答

全長 155ｍもの廊下（野洲養護学校）
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費
税
に
頼
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別
の
道
が
あ
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問　

現
在
、
大
飯
原
発
の
敷

地
内
の
破
砕
帯
が
活
断
層
で

あ
る
か
ど
う
か
が
原
子
力
規

制
委
員
会
に
お
い
て
意
見
が

分
か
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
認
識
か
。

答　

早
急
に
意
見
集
約
を
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

短
い
期
間
だ
け
で
結
論
が
出

せ
る
か
懸
念
も
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

山
仲
市
長

　
　
　
　
　

（
以
下
同
じ
）

問　

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に

は
活
断
層
で
あ
る
と
の
意
見

も
あ
り
、
疑
わ
し
い
な
ら
、

ま
ず
原
発
を
止
め
る
べ
き
だ

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
。

答　

経
済
、
雇
用
、
医
療
や

福
祉
介
護
な
ど
多
方
面
へ
の

影
響
や
、
廃
炉
ま
で
の
経
費

捻
出
問
題
や
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
を
含
め
て
、
国
が
総

合
的
に
判
断
す
べ
き
。

問　

原
発
の
設
置
基
準
に
は
、

活
断
層
が
あ
る
場
合
は
法
的

に
も
認
め
ら
れ
な
い
。
ス
ト

レ
ス
テ
ス
ト
を
行
い
大
津
波

や
大
地
震
に
備
え
る
事
自
体

が
矛
盾
し
て
い
て
問
題
が
あ

る
が
。

答　

適
正
な
基
準
に
基
づ
く

調
査
の
上
、
委
員
会
が
早
急

に
結
論
を
出
す
べ
き
。

問　

原
発
事
故
は
未
だ
に
全

く
終
息
し
て
お
ら
ず
、
大
地

震
や
大
津
波
が
い
つ
起
き
る

か
分
か
ら
な
い
現
状
の
中
、

原
発
銀
座
に
不
安
を
抱
え
る

野
洲
市
民
の
安
全
安
心
を
守

る
為
に
も
、
即
時
に
原
発
の

稼
働
を
止
め
る
べ
き
と
い
う

認
識
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

原
発
に
は
賛
成
で
は
な

い
が
、
即
時
に
止
め
る
べ
き

と
は
考
え
な
い
。
総
合
的
な

判
断
が
必
要
。

問　

各
園
毎
の
受
診
率
と
近

隣
各
市
の
受
診
率
は
。

答　

公
立
幼
稚
園
全
体
で
約

39
％
、
公
立
保
育
園
全
体
で

約
17
％
、
私
立
保
育
園
全
体

で
約
73
％
と
な
り
、
近
隣
各

市
が
い
ず
れ
も
95
％
以
上
。

　
　
　
　
　

新
庄
教
育
部
長

（
以
下
同
じ
）

問　

大
幅
な
受
診
率
の
格
差

が
あ
り
問
題
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
本
市
が
低
い
原
因
は
。

答　

就
学
先
を
振
り
分
け
る

為
の
検
診
と
の
誤
解
が
生
じ

て
い
る
。

問　

子
ど
も
が
育
つ
過
程
に

お
い
て
必
要
な
健
診
で
あ
り
、

受
診
率
向
上
の
為
の
取
組
が

必
要
。

答　

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が

受
診
さ
れ
る
よ
う
取
組
を
進

め
る
。

問　

今
年
度
か
ら
全
学
童
で
小

学
校
６
年
生
ま
で
入
所
可
能
に

な
っ
た
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
事
。

さ
ら
に
養
護
学
校
に
通
学
し
て

い
る
子
ど
も
も
受
け
入
れ
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
。
学
童

保
育
は
働
く
親
が
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
出
来
、
放
課
後
の
子

ど
も
の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と

が
基
本
。
平
成
22
年
度
に
保
育

料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
今
回
持

続
可
能
な
検
討
を
す
る
委
員
会

が
つ
く
ら
れ
る
が
、
以
下
の
点

を
尋
ね
る
。

　

栗
東
市
で
は
障
が
い
児
の
学

童
保
育
が
あ
り
、
22
人
が
登
録
。

人
件
費
は
１
、
３
８
２
万
円
、

88.５
％
で
あ
り
、
地
域
の
学
童
の

人
件
費
の
割
合
は
85.５
％
だ
が
、

野
洲
市
で
は
ど
う
か
。

答　

本
市
の
人
件
費
の
割
合
は

84.６
％
で
あ
る
。

井
狩
健
康
福
祉
部
政
策
監

（
以
下
同
じ
）

問　

野
洲
市
の
場
合
、
障
が
い

児
が
104
人
も
お
ら
れ
る
な
ら
、

加
配
職
員
も
必
要
で
あ
る
が
、

な
ぜ
低
い
の
か
。

答　

勤
務
形
態
等
の
違
い
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

問　

前
回
の
保
育
料
の
改
定
時

の
積
算
根
拠
は
。

答　

総
事
業
費
か
ら
県
の
補
助

金
を
引
い
た
半
分
を
児
童
数
で

割
っ
た
金
額
が
月
額
約
１
万
円
。

問　

今
年
度
の
総
事
業
費
が
３

億
３
、
８
９
０
万
円
で
あ
り
、

年
度
当
初
の
701
人
の
児
童
で
計

算
す
る
と
１
万
６
、
７
５
０
円
。

長
期
休
暇
の
み
利
用
の
方
は
約

７
万
円
に
な
り
、
保
育
料
が
高

く
な
る
と
、
か
ぎ
っ
子
に
な
っ

て
し
ま
う
。
障
が
い
児
加
配
の

人
件
費
は
別
建
て
で
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

今
後
、
第
三
者
委
員
会
の

中
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

山
仲
市
長

問　

消
費
税
が
10
％
に
な
れ
ば
、

半
分
ぐ
ら
い
の
商
工
業
者
は
倒

産
や
店
じ
ま
い
す
る
の
で
は
と

言
わ
れ
て
お
り
、
問
題
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

答　

消
費
税
は
逆
累
進
性
を

持
っ
て
い
る
。
問
題
面
は
拡
大

さ
れ
る
が
、
福
祉
や
医
療
教
育

等
で
国
民
に
返
っ
て
く
る
の
で

制
度
設
計
が
必
要
。

山
仲
市
長

（
以
下
同
じ
）

問　

法
人
税
が
高
い
と
言
わ
れ

る
が
、
研
究
開
発
減
税
、
連
結

納
税
制
度
で
、
三
菱
商
事
が

12.1
％
。
住
友
化
学
が
17.2
％
の
法

人
税
で
あ
り
、
諸
外
国
並
み
の

税
制
に
す
る
こ
と
で
、
消
費
税

に
頼
ら
な
い
道
を
所
属
す
る
党

が
示
し
て
い
る
が
。

答　

私
の
責
任
は
野
洲
市
民
の

安
全
・
安
心
・
野
洲
の
し
く
み

で
あ
り
、
一
つ
の
政
党
の
政
策

に
対
し
て
責
任
を
持
っ
て
答
え

る
材
料
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
の
で
答
え
ら
れ
な
い
。

　
そ
の
他
の
質
問

問 

「
駅
前
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
あ
り
ま
す
」
の
看
板
設
置

を
。

答

　「
貸
出
所
」
を
標
記
す

る
な
ど
考
え
て
い
く
。

就
学
時
健
康
診
断
の

受
診
率
向
上
を

一 問 一 答一 問 一 答

野 

並 

享 

子

 

の      

な
み   

き
ょ
う   

こ

障
が
い
児
加
配
の
人
件
費
を
保
育
料
の

基
礎
算
定
に
入
れ
る
べ
き
で
な
い

問　

現
在
、
大
飯
原
発
の
敷

地
内
の
破
砕
帯
が
活
断
層
で

あ
る
か
ど
う
か
が
原
子
力
規

Ｑ&

　

現
在
、
大
飯
原
発
の
敷

　

現
在
、
大
飯
原
発
の
敷

問　

現
在
、
大
飯
原
発
の
敷

ＱＱ&&A 一般
  質問
一般
  質問

太 

田 

健 

一

お
お     

た      

け
ん    

い
ち

大
飯
原
発
の
稼
働
を

即
時
に
止
め
る
べ
き

一 問 一 答

専門家が指摘する活断層
（滋賀民放より）
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問　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
高
速
道
路
の
有
効
活
用

や
地
域
生
活
の
充
実
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
推
進
す
る

た
め
、
建
設
や
管
理
コ
ス
ト

の
削
減
が
可
能
な
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専

用
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で

高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

向
上
を
目
的
に
、
既
存
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
間
や

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
、
バ
ス
ス
ト
ッ

プ
等
に
設
置
を
し
、
高
速
道

路
へ
の
乗
り
降
り
が
で
き
る

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
。
名
神

高
速
道
路
は
本
市
を
通
過
し

て
い
る
が
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
の
適
地

が
無
く
、
隣
接
す
る
湖
南
市

の
菩
提
寺
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
で
の
設
置
に
向
け
て
、
湖

南
市
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
望
む

が
。

答　

本
市
の
発
展
と
防
災
・

緊
急
時
等
を
考
慮
す
る
と
、

国
道
８
号
線
バ
イ
パ
ス
も
含

め
、
複
数
ル
ー
ト
で
の
ア
ク

セ
ス
が
必
要
で
あ
り
、
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
の
中
に

位
置
づ
け
、
具
体
化
し
て
い

き
た
い
。

山
仲
市
長

問　

川
端
教
育
長
の
就
任
に

あ
た
り
、
本
市
教
育
の
振
興
、

発
展
に
向
け
た
抱
負
、
所
信

は
。

答　

こ
れ
か
ら
の
次
代
を
担

う
子
ど
も
の
育
成
や
生
涯
学

習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

発
展
、
並
び
に
文
化
遺
産
の

継
承
と
創
造
に
向
け
、
全
力

を
傾
注
し
て
い
く
。川端

教
育
長

（
以
下
同
じ
）

問　

大
津
市
で
昨
年
10
月
、

い
じ
め
を
受
け
た
中
学
２
年

の
男
子
生
徒
が
自
殺
を
し
た

問
題
で
、
学
校
現
場
や
市
教

育
委
員
会
に
お
い
て
の
隠
ぺ

い
体
質
や
ず
さ
ん
な
調
査
と

問
題
意
識
の
欠
如
、
不
適
切

な
対
応
が
報
道
さ
れ
た
が
。

答　

い
じ
め
を
要
因
と
し
て

生
徒
の
命
が
奪
わ
れ
た
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
で
、
報
道
等
で
知

る
限
り
で
は
学
校
が
い
じ
め

を
早
期
発
見
で
き
て
い
な
い

こ
と
や
、
発
見
し
て
も
、
組

織
的
に
早
期
対
応
が
十
分
で

な
く
、
学
校
と
教
育
委
員
会

と
の
情
報
の
共
有
が
不
十
分

で
、
連
携
し
た
行
動
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
。　

問　

い
じ
め
等
防
止
に
向
け
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ

れ
る
の
か
。

答　

い
じ
め
は
起
こ
り
得
る

と
の
認
識
の
も
と
、
未
然
防

止
と
早
期
発
見
、
早
期
対
応

に
取
り
組
み
、
学
校
と
家
庭

や
地
域
が
情
報
、
課
題
を
共

有
す
る
。
ま
た
、
い
じ
め
や

ト
ラ
ブ
ル
が
発
覚
す
れ
ば
、

被
害
者
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
考
え
、
迅
速
か
つ
丁
寧

な
初
期
対
応
・
組
織
的
な
対

応
で
解
決
に
取
り
組
む
よ
う

指
示
し
た
。　
　

適
切
な
管
理
に
努
め
る

橋
都
市
建
設
部
長

Ｑ&ＱＱ&&A 一般
  質問
一般
  質問

問　

近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
る
、
大
き
な
災
害
が
各
地

で
発
生
し
て
い
る
。
琵
琶
湖

に
面
し
た
本
市
に
は
多
く
の

中
小
河
川
が
あ
り
、
大
雨
が

降
る
と
氾
濫
し
大
き
な
被
害

と
な
る
危
険
性
が
潜
ん
で
い

る
。

①　

旧
間
宮
川
は
ヘ
ド
ロ
の

堆
積
に
よ
り
環
境
面
か
ら
非

常
に
悪
い
状
態
と
な
っ
て
い

る
。
改
善
策
は
。

②　

河
川
の
機
能
を
活
か
す

た
め
の
ヘ
ド
ロ
の
浚
渫
に
つ

い
て
、
間
宮
川
、
新
川
を
一

例
と
し
て
そ
の
管
理
状
況
は
。

③　

自
然
環
境
を
学
び
、
心

の
癒
し
と
し
て
観
光
客
が
訪

れ
る
家
棟
川
、
も
っ
と
上
流

域
ま
で
船
が
入
れ
る
よ
う
に

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

④　

高
低
差
の
少
な
い
野
洲

平
野
、
一
旦
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が

降
れ
ば
洪
水
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
琵
琶
湖
の
水

位
が
以
前
よ
り
30
㎝
高
く
な

る
よ
う
に
南
郷
洗
関
の
操
作

を
し
て
い
る
と
聞
く
。
河
川

の
用
排
水
を
適
切
に
行
う
に

は
、
河
川
内
水
に
対
す
る
排

水
施
設
が
必
要
で
あ
る
。
国

や
県
に
対
し
、
市
が
要
望
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

①　

湖
南
幹
線
の
敷
地

内
に
あ
る
旧
間
宮
川
は
、
湖

南
幹
線
の
整
備
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
り
雑
草
が
繁
茂

し
て
い
る
。
従
っ
て
滋
賀
県

に
対
し
責
任
あ
る
対
応
を
求

め
て
い
く
。　
　

②　

質
問
の
準
用
河
川
間
宮

川
や
一
級
河
川
新
川
に
お
い

て
も
雑
草
の
繁
茂
や
土
砂
の

堆
積
を
確
認
し
て
お
り
、
管

理
上
好
ま
し
い
状
態
で
あ
る

と
は
言
え
な
い
。
定
期
的
な

堆
積
土
砂
の
浚
渫
を
行
う
こ

と
で
良
好
な
河
川
管
理
が
保

た
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
毎

年
予
算
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。

③　

家
棟
川
上
流
ま
で
船
が

入
る
に
は
浚
渫
が
必
要
で
あ

る
が
、
本
来
浚
渫
に
つ
い
て

は
治
水
上
の
安
全
を
図
る
た

め
の
手
段
で
あ
り
、
今
回
の

提
案
に
つ
い
て
は
応
え
ら
れ

な
い
。　

④　

新
川
、
家
棟
川
合
流
部

か
ら
の
逆
水
に
対
す
る
抜
本

的
な
対
策
と
し
て
、
河
川
整

備
計
画
に
お
い
て
、
水
門
設

置
に
よ
る
内
水
排
除
が
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
施
設
整
備
を
滋
賀
県

に
対
し
要
望
し
て
い
る
が
、

未
だ
実
現
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
引
き
続
き
整
備
に
向
け

て
要
望
し
て
い
く
。

西 

本 

俊 

吉

に
し    

も
と   

し
ゅ
ん   

き
ち

河
川
管
理
に
つ
い
て

立 

入 

三
千
男

た
ち    

い
り      

み    

ち    

お

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

設
置
を

教
育
長
就
任
に
あ
た
っ
て



市
内
幼
・
保
・
小
・
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　熱
中
症
対
策
は
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問　

災
害
時
に
、
支
援
が
必

要
な
災
害
弱
者
（
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
妊
婦
、
乳
幼

児
）
ら
の
避
難
誘
導
と
、
安

否
確
認
を
迅
速
に
行
う
た
め
、

国
は
災
害
対
策
基
本
法
を
改

正
す
る
方
針
で
あ
る
が
、
本

市
の
取
り
組
み
は
、
被
災
者

の
立
場
に
立
っ
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
要
援
護
者
の
名
簿
整
備
は
。

②
災
害
弱
者
に
対
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
そ
の
開
示
は
。

③
平
時
か
ら
災
害
時
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
。

④
緊
急
時
の
情
報
開
示
に
よ

る
、
個
人
情
報
の
流
出
や
悪

用
防
止
対
策
は
。

⑤
名
簿
へ
の
記
載
を
拒
ん
だ

人
へ
の
支
援
は
。

答　

①
障
が
い
者
手
帳
所
持

者
や
要
介
護
認
定
者
な
ど
の

行
政
情
報
を
名
寄
せ
し
、
災

害
時
要
援
護
対
象
と
し
て
可

能
性
の
あ
る
人
の
名
簿
を
作

成
し
た
。
こ
の
名
簿
を
基
に

今
年
度
か
ら
、
各
自
治
会
単

位
で
要
援
護
者
登
録
の
取
組

み
を
お
願
い
し
、
随
時
、
登

録
申
請
の
あ
っ
た
方
の
避
難

支
援
に
必
要
な
情
報
を
付
加

し
た
名
簿
に
す
る
。

②
野
洲
市
地
域
防
災
計
画
の

中
で
災
害
弱
者
を
含
め
、
災

害
時
の
対
策
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
昨
年
３
月

に
『
野
洲
市
災
害
時
要
援
護

者
避
難
支
援
計
画
』
を
策
定

し
、
情
報
公
開
を
し
て
い
る
。

③
災
害
時
に
備
え
る
た
め
の

プ
ラ
ン
と
し
て
、
要
援
護
者

登
録
の
中
で
、
個
別
避
難
支

援
計
画
書
を
作
成
し
、
災
害

時
に
備
え
、
平
時
か
ら
そ
の

情
報
を
行
政
、
民
生
委
員
、

自
治
会
長
、
避
難
支
援
者
が

共
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

④
登
録
者
か
ら
開
示
の
同
意

を
得
た
上
で
、
民
生
委
員
、

自
治
会
長
、
避
難
支
援
者
に

誓
約
書
を
い
た
だ
き
、
厳
重

に
保
管
し
て
い
た
だ
く
。
個

人
情
報
保
護
条
例
の
例
外
規

定
に
よ
り
、
人
命
救
助
が
最

優
先
と
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、

災
害
対
策
本
部
の
判
断
で
関

係
機
関
に
提
供
、
回
収
す
る
。

⑤
緊
急
か
つ
や
む
を
得
な
い

状
況
時
に
は
、
災
害
対
策
本

部
の
指
示
に
よ
り
、
関
係
機

関
等
の
保
有
す
る
情
報
を
提

供
し
、
支
援
を
し
て
い
く
。

問　

障
が
い
者
福
祉
対
策
事

業
費
公
共
用
地
取
得
に
伴
う

借
入
金
償
還
1
6
、
1
5
5

千
円
の
計
上
が
あ
る
。

　

地
域
生
活
者
受
益
関
連
施

策
の
位
置
づ
け
は
。

答　

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
る
中
で
、
助
け
合
う
地
域

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
地
域
福
祉
交
流
セ

ン
タ
ー
の
整
備
を
目
的
と
し

て
取
得
。佐

敷
健
康
福
祉
部
長

　
　
　
　
　

（
以
下
同
じ
）

問　

障
が
い
者
自
立
支
援
課

の
対
応
で
良
い
の
か
。

答　

最
終
償
還
期
限
の
平
成

26
年
３
月
31
日
を
め
ど
に
、

土
地
の
所
有
者
が
市
に
移
転

さ
れ
る
。
そ
の
時
点
で
適
切

な
部
課
が
所
管
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

問　

今
後
の
利
用
方
針
は
。

答　

財
政
健
全
化
集
中
改
革

プ
ラ
ン
策
定
時
に
課
題
と
し
、

ま
た
、
全
員
協
議
会
で
も
見

え
に
く
い
負
債
と
し
て
課
題

設
定
し
て
い
る
。
償
還
期
限

を
見
越
し
た
中
で
、
売
却
も

含
め
検
討
し
て
い
く
。

問　

当
市
は
日
本
国
有
鉄
道

清
算
事
業
団
所
有
地
1
0
、

1
7
5
・
94
㎡
を
公
共
用
地

先
行
取
得
債（
平
成
19
年
度
完

済
）
で
購
入
し
て
い
る
。旧
野

洲
町
の
説
明
で
複
々
線
化
実

施
時
「
Ｊ
Ｒ
が
買
い
取
る
」
と

の
説
明
を
受
け
て
い
る
が
、

複
々
線
化
の
要
望
活
動
実
態

は
。

答　

湖
南
地
域
Ｊ
Ｒ
沿
線
は

人
口
増
加
が
期
待
で
き
、
乗

降
客
も
増
加
の
見
込
み
。
単

独
で
は
な
く
湖
南
４
市
に
よ

る
湖
南
総
合
調
整
協
議
会
と

し
て
要
望
活
動
を
実
施
。
Ｊ

Ｒ
は
、
利
用
者
増
加
対
応
は

車
両
増
結
や
列
車
増
発
等
で

対
応
可
能
、
ま
た
多
額
の
投

資
を
要
す
る
複
々
線
化
事
業

の
実
施
は
難
し
い
と
の
こ
と
。

冨
田
政
策
調
整
部
長

　
　
　
　
　

（
以
下
同
じ
）

問　

取
得
地
の
貸
付
収
入
と

利
息
の
バ
ラ
ン
ス
は
。

答　

平
成
10
年
３
月
の
取
得

か
ら
現
時
点
で
約
1
、

4
0
0
万
円
貸
付
収
入
が
上

回
っ
て
い
る
。

問　

近
年
の
残
暑
は
非
常
に

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
運
動

会
開
催
時
期
を
も
う
少
し
遅

ら
せ
て
は
ど
う
か
。

答　

幼
・
保
・
小
・
中
の
行

事
や
テ
ス
ト
な
ど
等
、
又
、

対
外
的
行
事
の
調
整
も
勘
案

す
る
と
困
難
と
考
え
る
。
熱

中
症
対
策
に
は
十
分
配
慮
す

る
。　

 　
　
　

川
端
教
育
長

河 

野   

　司

こ
う     

の                

つ
と
む

災
害
援
護
者
に
対
す
る

取
り
組
み
は

鈴 

木 

市 

朗

す
ず     

き      

い
ち    

ろ
う

遊
休
市
有
地
に
つ
い
て

一 問 一 答

問　

災
害
時
に
、
支
援
が
必

要
な
災
害
弱
者
（
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
妊
婦
、
乳
幼

Ｑ&

　

災
害
時
に
、
支
援
が
必

　

災
害
時
に
、
支
援
が
必

問　

災
害
時
に
、
支
援
が
必

ＱＱ&&A 一般
  質問
一般
  質問

個
別
避
難
支
援
計
画
書
を

作
成
し
、
災
害
時
に
備
え
る

佐
敷
健
康
福
祉
部
長

複々線用地として取得した市有地
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分　類

補正予算

条　　例

発　　議

そ の 他

意 見 書

議案番号 件　　　　　　名 審議結果

承　認

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

議第 91 号

議第 92 号
議第 93 号
議第 94 号
議第 95 号
議第 96 号
議第 97 号
議第 98 号
議第 99 号
議第100 号
議第101 号
議第102 号
議第103 号
議第104 号
議第105 号
議第106 号
議第107 号

議第108 号

議第109 号

議第110 号

議第111 号
議第112 号
議第113 号
発議第４号
発議第５号
発議第６号
発議第７号
意見書第16号
意見書第 17号

専決処分につき承認を求めることについて（平成 24年度野洲市一般会計
補正予算（第５号））

平成 24年度野洲市一般会計補正予算（第６号）
平成 24年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
平成 24年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成 24年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
平成 24年度野洲市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成 24年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第２号）
平成 24年度野洲市工業団地等整備事業特別会計補正予算（第１号）
平成 24年度野洲市水道事業会計補正予算（第１号）
野洲市暴力団排除条例の一部を改正する条例
野洲市証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例
野洲市立幼稚園条例の一部を改正する条例
野洲市下水道条例の一部を改正する条例
野洲市営住宅管理条例の一部を改正する条例
財産の無償貸付について
滋賀県自治会館管理組合規約の変更について

滋賀県自治会館管理組合の解散に関する協議につき議会の議決を求めること
について

滋賀県自治会館管理組合の解散に伴う財産処分に関する協議につき議会の議
決を求めることについて

滋賀県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の減少及び滋賀県
市町村職員退職手当組合規約の変更について

滋賀県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の増加及び滋賀県
市町村職員退職手当組合規約の変更について

湖南広域行政組合規約の変更について
市道路線の認定及び廃止について
工事請負契約について（篠原小学校管理棟改築（建築主体）工事）
野洲市空き家の適正管理に関する条例
野洲市議会基本条例の一部を改正する条例
野洲市議会委員会条例の一部を改正する条例
野洲市議会会議規則の一部を改正する規則
米兵犯罪の根絶を求める意見書（案）
被災者本位の復興予算配分を求める意見書（案）

分  類

請　願

意見書

件　　　　　名

生活保護基準の引き下げはしないことなど
国に意見書提出を求める請願書

次代を担う若者世代支援策を求める意見書
（案）

活断層の疑いのある原発は直ちに停止する
ことを求める意見書（案）

請願
第3号
意見書
第18号
意見書
第19号

議
案
番
号

審
議
結
果

不
採
択

その他 野洲市監査委員の選任につき同意を求める
ことについて 三和議長及び除斥対象の田中孝嗣議員を除き無記名投票　可否同数で議長裁決により同意議題

114号
同 

意

否
決
原
案
可
決

河 

野    

司

田 

中 

良 

隆

内 

田 

聡 

史

鈴 

木 

市 

朗

三 

和 

郁 

子

田 

中 

孝 

嗣

小 

菅 

六 

雄

野 

並 

享 

子

太 

田 

健 

一

立
入
三
千
男

坂 

口 

哲 

哉

西 

本 

俊 

吉

丸 

山 

敬 

二

中 

島 

一 

雄

奥 

村 

治 

男

髙 

橋 

繁 

夫

市 

木 

一 

郎

井 

狩 

辰 

也

梶 

山 

幾 

世

矢 

野 

隆 

行

●

●

○

●

●

○

●

●

○

○

○

○

―

―

―

●

●

●

○

○

●

○

○

●

○

○

●

●

●

○

●

●

○

●

●

●

●

●

●

●

●

○

●

●

●

●

●

●

●

●

○

●

●

○

●

●

○

●

●

○

※議長（三和郁子議員）は採決に加わらない。  

【賛否が分かれた議案と審議結果（○：賛成　●：反対）】

【全員賛成で承認・可決した議案】

平成 24 年第５回定例会の提出議案と審議結果
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○
香
川
県
坂
出
市

　

坂
出
市
は
四
国
の
玄
関
口

で
あ
り
、鉄
道
高
架
、駅
舎
、駅

周
辺
整
備
を
併
せ
て
最
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
、
11
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
分
け
て
、
平
成
8

年
か
ら
事
業
に
着
手
し
、
10
年

の
歳
月
と
総
工
費
約
205
億
円

を
か
け
て
平
成
17
年
に
完
成

と
な
っ
た
。

　

整
備
に
は
、
国
・
県
・
J
R

か
ら
の
補
助
金
と
、
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
よ
り
捻
出
さ

れ
た
財
源
が
充
当
さ
れ
た
。

　

北
口
に
は
地
下
駐
車
場
や

広
場
が
整
備
さ
れ
、
広
場
に
あ

る
植
栽
は
可
動
式
で
、
全
て
を

移
動
す
る
と
約
７
千
平
方

メ
ー
ト
ル
も
の
平
坦
な
土
地

と
な
り
、
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト
や

災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
、
多

目
的
利
用
が
可
能
な
場
と
な

る
。

○
鳴
門
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

旧
焼
却
施
設
が
20
年
以
上

経
過
し
老
朽
化
し
た
こ
と
か

ら
現
施
設
を
整
備
さ
れ
た
。計

画
か
ら
建
設
に
至
る
ま
で
は
、

地
元
と
の
協
議
が
難
航
し
、

「
地
元
対
策
協
議
会
」
を
設
置

し
て
交
渉
に
あ
た
ら
れ
た
。

　

ま
た
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
施
設
整
備
委
員
会
を
設
置

し
、
焼
却
炉
の
機
種
選
定
な
ど

検
討
、
最
新
の
ご
み
処
理
技
術

に
よ
り
高
度
な
処
理
を
可
能

に
し
た
流
動
床
式
ガ
ス
化
溶

融
方
式
を
採
用
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る

不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
・
資

源
ご
み
を
有
効
に
再
利
用
す

る
場
と
し
て
、
葉
書
や
石
鹸
づ

く
り
等
体
験
工
房
室
や
研
修

室
な
ど
を
備
え
、
環
境
学
習
館

と
し
て
市
民
に
開
放
さ
れ
て

い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
駅
前
周

辺
整
備
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
建
設
は
直
面
す
る
課

題
で
あ
り
、
両
市
の
取
り
組
み

を
参
考
と
し
て
い
き
た
い
。

環
境
経
済
建
設
常
任
委
員
会

    

10
月
29
日
・
30
日

開会
〈本会議〉

議会審議の流れ

議会審議のしくみ ～議会での審議の流れを説明します～議会審議のしくみ ～議会での審議の流れを説明します～

　市議会には、条例の規定により年4回定期的に招集される「定例会」と、会議を開く必要が生じた場合、
その都度招集される「臨時会」があります。
　定例会及び臨時会では、会期を決定し、本会議や委員会を開き、議案等の審議、審査を行っています。

〈委員会〉

〈本会議〉

会期の決定。

市長から条例案や予算案を提出。（議員も議案を提出することができます。）

議案について提出者がその理由を説明します。

議案の内容や提案理由等について疑問点等を質問したり、
市の一般事務や将来に対する方針などについて質問します。

議案を詳しく審議するため、所管の委員会に付託します。
（予算、総務、文教福祉、環境経済建設、各常任委員会及び特別委員会）

委員会で十分に審議し、議案に対し賛成か反対か多数決で決定します。

委員会での議案に対して、審議内容と採決の結果を委員長が報告します。
疑問点等がある場合、委員会審査の経過について質問を行います。

議案に賛成か反対かの意見を述べます。

議案に賛成か反対かを多数決で決定します。

議案の提出

提案説明

質疑及び一般質問

委員会付託

委員会審査

委員長報告及び質疑

討論

採決

閉会

※　本会議開会前には、
　審議を深めるため、議
　員の議案勉強会等を開
　催しています。
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《
11
月
》

２
日 

議
会
運
営
委
員
会

　
　

 

全
員
協
議
会

５
日 

臨
時
会

14
日 

議
会
報
告
会
・
懇
談
会

15
日 

議
会
報
告
会
・
懇
談
会

18
日 

議
会
報
告
会
・
懇
談
会

22
日 

議
会
運
営
委
員
会

       

全
員
協
議
会

       

都
市
基
盤
整
備

               

特
別
委
員
会

       

議
会
改
革
特
別
委
員
会

30
日 

本
会
議（
開
会
・
提
案

                     

理
由
説
明
）

       

総
務
常
任
委
員
会

　
　

 

議
会
運
営
委
員
会

 《
12
月
》

６
日 

本
会
議（
議
案
質
疑
・

                    

一
般
質
問
）

       

予
算
常
任
委
員
会

７
日 

本
会
議（
一
般
質
問
）

10
日 

本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　

 

全
員
協
議
会

       

都
市
基
盤
整
備

                 

特
別
委
員
会

11
日 

予
算
常
任
委
員
会

　
　

 （
総
務
分
科
会
）

       

総
務
常
任
委
員
会

12
日 

予
算
常
任
委
員
会

　
　

 （
文
教
福
祉
分
科
会
）

       

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

13
日 

予
算
常
任
委
員
会

　

    （
環
境
経
済
建
設
分
科
会
）

       

環
境
経
済
建
設

                  

常
任
委
員
会

18
日 

予
算
常
任
委
員
会

　

    

全
員
協
議
会

       

都
市
基
盤
整
備

                 

特
別
委
員
会　

20
日 

議
会
運
営
委
員
会

       
全
員
協
議
会

　
　

 
本
会
議（
委
員
長
報
告
・

              
採
決
等
・
閉
会
）

       

議
会
広
報
特
別
委
員
会

《
1
月
》

16
日 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

21
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

       

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

                  

現
地
調
査

22
日 

全
員
協
議
会

　
　

 

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　

 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　野洲市のホームページから、市議会のペー
ジを開いていただくと本会議がご覧いただけ
ます。
　配信は生中継と録画中継になります。
（録画中継は約１週間後から配信します。）
　なお、本会議・委員会等は、従来どおり傍聴す
ることができます。

インターネット映像配信のご案内

　　　　  （昨年 11 月以降の受賞）
○ 市政功労者（自治功労）
　　中島一雄議員（12 年）
○ 滋賀県市議会議長会
　　立入三千男議員（１５年）
【表彰規程により、期数が同じでも当選時期に
よって、受賞時期が異なります。また、旧町の
年数は表彰規程に基づき換算し加算されてい
ます。なお、辞退された議員もおられます。】

議員の表彰について

　「やす市議会だより」の表紙に掲載する写真を
募集しています。
　どなたでも応募可能です。
　応募方法は野洲市議会事務局まで。
　○ ＴＥＬ ０７７－５８７－６０３４
　○ ＦＡＸ ０７７－５８６－４３００
　○ メール gikai@city.yasu.lg.jp

写 真 募 集

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

　

寒
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
昨
年
は
衆
議
院
議
員
総
選

挙
も
行
わ
れ
、
国
政
に
お
い
て

は
再
び
政
権
交
代
と
な
り
政
治

の
世
界
は
熱
く
揺
れ
動
い
て
い

ま
す
。

　

本
市
も
、
駅
前
開
発
や
中
核

的
医
療
と
し
て
の
新
病
院
建
設

な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
た
中

で
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
秋

に
控
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
景
気
は
回
復
の
兆

し
が
見
え
な
い
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、議
員
一
同
、市
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
活
気
溢
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｋ
．Ｏ
）

編
集
後
記

今後の議会予定

※上記日程は都合により変更される場合があります。また、議会開会中
　上記日程以外は議案調査のため会議は開きません。

 議会運営委員会

 全員協議会

 開会、上程議案の提案説明

 議案質疑、一部採決、代表質問

 予算常任委員会

 代表質問、一般質問

 一般質問

 委員会審査

 委員会審査

 委員会審査

 委員会審査

 委員会審査

 委員会審査

 予備日

 予算常任委員会

 議会運営委員会

 全員協議会

 委員長報告、質疑、討論、 採決 

  9:00

13:00

9:00

9:00

本会議終了後

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

10:00

13:00

委員会

協議会

本会議

本会議

委員会

本会議

本会議

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

協議会

本会議

木

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

木

金

月

２月21日
 

 27日

３月７日
 

 ８日

 11日

 12日

 13日

 14日

 15日

 18日

 19日

 21日

 22日

 

25日

 

 

 

曜 日 種 別 開議時刻 摘　　　　要月　日


